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誣告殺人が赦される時

誣
告
殺
人
が
赦
さ
れ
る
時

　
　

『
守
邦
近
略
』
所
載
の
判
牘
　
　

山
　

本
　
英
　

史

は
じ
め
に

　
本
章
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
取
り
上
げ
る
﹃
守
邦
近
略
﹄
所
載
の
五
つ
の
史
料
は
清
代
康
熙
三
十
一
年
︵
一
六
九
二
︶
か
ら
三
十
三
年
︵
一

六
九
四
︶
の
間
に
長
江
中
下
流
の
南
に
位
置
す
る
江
西
省
吉
安
府
の
長
官
︵
知
府
︶
を
務
め
た
張
官
始
と
い
う
人
物
の
誣
告
殺
人
案
に
関
す

る
判
牘
︵
地
方
裁
判
の
判
決
文
︶
で
あ
る
︒

　﹃
守
邦
近
略
﹄
の
よ
う
な
書
は
一
般
に
公
牘
と
呼
ば
れ
る
︒
そ
れ
は
地
方
行
政
官
た
ち
が
在
任
期
間
中
に
作
成
し
た
公
文
書
を
本
人
も
し

く
は
そ
の
子
弟
が
選
集
し
た
も
の
で
︑
後
進
の
官
僚
た
ち
の
参
考
に
供
し
た
こ
と
か
ら
︑
明
清
時
代
︑
と
り
わ
け
清
代
に
は
た
び
た
び
刊

行
さ
れ
た
︒
こ
の
種
の
書
は
北
京
の
中
国
社
会
科
学
院
法
学
研
究
所
法
学
図
書
館
が
最
も
多
く
所
蔵
し
て
い
る
が
︑
日
本
で
は
東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
大
木
文
庫
に
比
較
的
豊
富
に
収
め
ら
れ
て
い
る
︒

　﹃
守
邦
近
略
﹄
は
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
閲
覧
室
︵Library of C

ongress, A
sian D

ivision R
eading R

oom

︶
の
所
蔵
に
係
り
︑

私
の
知
る
か
ぎ
り
孤
本
と
見
ら
れ
る
︒
近
年
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ C

hinese R
are B

ook D
igital C

ollection

︵https://

w
w

w
.loc.gov/collections/chinese-rare-books/about-this-collection/

︶
に
こ
の
全
書
影
を
掲
載
し
た
こ
と
で
︑
海
外
か
ら
の
閲
覧
・
利
用

も
可
能
に
な
っ
て
い
る
︒

　﹃
守
邦
近
略
﹄
は
全
部
で
四
集
か
ら
な
り
︑
第
一
集
に
は
四
七
件
︑
第
二
集
に
は
四
四
件
︑
第
三
集
に
は
二
九
件
︑
第
四
集
に
は
三
四
件
︑

計
一
五
四
件
の
公
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
︑
第
一
集
の
三
七
件
の
告
示
を
除
く
一
一
七
件
す
べ
て
が
判
牘
で
あ
る
︒
判
牘
は
判
語
と
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も
い
い
︑
明
代
の
も
の
に
つ
い
て
は
濱
島
敦
俊
︵
濵
島
敦
俊
︶﹁
明
代
の
判
牘
﹂︑
清
代
の
も
の
に
つ
い
て
は
森
田
成
満
﹁
清
代
の
判
語
﹂
に

そ
れ
ぞ
れ
詳
し
い
解
説
が
あ
る
︵
と
も
に
滋
賀
秀
三
編
﹃
中
国
法
制
史
　
　
基
本
資
料
の
研
究
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
九
三
年
所
収
︶︒
ま
た
︑
判

牘
の
所
蔵
機
関
に
関
し
て
は
三
木
聰
ら
共
編
﹃
伝
統
中
国
判
牘
資
料
目
録
﹄︵
汲
古
書
院
︑
二
〇
一
〇
年
︶
が
教
え
て
く
れ
る
︒

　
撰
者
は
張
官
始
自
身
で
あ
る
︒
彼
は
浙
江
省
杭
州
府
仁
和
県
の
人
︑
順
治
十
七
年
︵
一
六
六
〇
︶
に
挙
人
と
な
り
︑
最
高
学
府
で
あ
る
国

子
監
の
助
教
か
ら
康
熙
三
十
一
年
︵
一
六
九
二
︶
春
に
吉
安
府
知
府
に
就
任
し
た
︒
そ
し
て
康
熙
三
十
三
年
︵
一
六
九
四
︶
十
月
︑
配
下
の

吉
水
県
知
県
が
起
こ
し
た
財
政
問
題
で
引
責
辞
任
す
る
ま
で
︑
吉
安
府
の
行
政
・
司
法
を
担
当
し
た
︒

　
と
こ
ろ
で
︑
誣
告
と
は
相
手
を
無
実
の
罪
で
告
発
す
る
こ
と
を
い
い
︑
な
か
で
も
誣
告
殺
人
︑
す
な
わ
ち
相
手
を
人
殺
し
と
し
て
誣
告

し
た
場
合
︑
相
手
は
死
罪
相
当
の
冤
罪
が
着
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
清
律
で
は
﹁
死
罪
に
至
り
︑
誣
告
さ
れ
た
人
が
刑
を
執
行
さ
れ
て
い

た
な
ら
ば
︑︹
も
と
の
絞
・
斬
に
よ
っ
て
︺︹
誣
告
し
た
人
を
︺
反
坐
し
て
死
罪
と
す
る
︒︹
死
罪
に
当
て
ら
れ
て
も
︑
な
お
補
償
・
賠
償
は
さ
せ
︑
財

産
を
付
与
し
て
救
済
さ
せ
る
︒︺
ま
だ
執
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
︑
杖
一
百
流
三
千
里
︑︹
配
所
に
お
い
て
︺
徒
役
三
年
を
加
え
る
﹂︵︹
　
︺

内
は
小
註
︒
以
下
同
様
︶︵

1
︶
と
あ
り
︑
重
罪
と
さ
れ
た
︵
2
︶︒
し
か
し
︑﹁
総
じ
て
判
語
に
見
ら
れ
る
細
故
の
諸
事
案
に
お
い
て
は
︑
誣
告

条
が
律
の
規
定
通
り
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
︑
滅
多
に
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
﹂︵

3
︶
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
︑
誣
告
し
た
者
に
何
ら
か
の
情

状
が
酌
量
さ
れ
て
反
坐
︑
す
な
わ
ち
誣
告
し
た
罪
に
相
当
す
る
刑
を
誣
告
し
た
本
人
に
そ
の
ま
ま
科
す
と
い
う
清
律
の
原
則
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
︒
そ
れ
は
な
ぜ
か
︒

　
こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
際
︑
本
章
で
紹
介
す
る
史
料
は
張
官
始
が
誣
告
反
坐
を
あ
く
ま
で
も
言
明
し
つ
つ
も
実
際
の
裁
定
に
お
い
て

は
原
告
・
被
告
だ
け
で
な
く
周
囲
も
納
得
し
う
る
“
落
と
し
所
”
を
模
索
し
︑
結
果
と
し
て
出
し
た
結
論
を
も
っ
て
﹁
情
と
法
と
が
と
も

に
釣
り
合
う
﹂
と
す
る
も
の
で
あ
り
︑
日
常
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
誣
告
殺
人
に
対
す
る
清
代
地
方
裁
判
の
態
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
伝

統
中
国
の
民
事
案
件
に
つ
い
て
は
律
に
基
づ
い
て
正
規
に
法
を
適
用
す
る
必
要
は
な
く
︑
そ
こ
で
は
社
会
生
活
に
お
け
る
健
全
な
価
値
判

断
︑
と
り
わ
け
平
衡
感
覚
を
意
味
す
る
情
理
こ
そ
が
最
も
遍
在
的
な
裁
判
基
準
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
が
︵
4
︶︑
こ
の
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誣告殺人が赦される時

史
料
は
刑
事
案
件
の
一
つ
で
あ
る
誣
告
殺
人
の
裁
定
に
お
い
て
そ
の
あ
り
方
を
問
う
素
材
と
な
る
こ
と
か
ら
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
︒

　﹃
守
邦
近
略
﹄
を
史
料
と
し
て
用
い
た
研
究
は
︑
私
の
も
の
︵
5
︶
を
除
け
ば
他
に
ま
だ
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
後
述
の
よ
う
に
興
味
深
い
記

事
を
多
く
含
む
史
料
だ
け
に
︑
も
っ
と
活
用
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

　
な
お
︑
他
の
公
牘
に
つ
い
て
知
り
た
け
れ
ば
︑
古
く
は
国
務
院
法
制
局
法
制
史
研
究
室
編
﹃
中
国
法
制
史
参
考
書
目
簡
介
﹄︵
北
京
︑
法

律
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︶
や
張
偉
仁
主
編
﹃
中
国
法
制
史
書
目
﹄︵
台
北
︑
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
︑
一
九
七
六
年
︶
に
当
た
る
の
が
よ

い
︒
大
木
文
庫
の
も
の
は
仁
井
田
陞
﹁
大
木
文
庫
私
記
　
　
と
く
に
官
箴
・
公
牘
と
民
衆
と
の
か
か
わ
り
　
　
﹂︵
大
木
幹
一
編
﹃
東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
大
木
文
庫
分
類
目
録
﹄
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
︑
一
九
五
九
年
所
収
︶
に
解
説
が
あ
る
︒
近
年
で
は Pierre-É

tienne W
ill, 

H
andbooks and A

nthologies for O
ffi

cials in Im
perial C

hina: A
 D

escriptive and C
ritical B

ibliography, Leiden, B
rill, 

2020 

が
あ
る
︒

　
文
献
史
料
は
人
間
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
︑
そ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
踏
ま
え
て
初
め
て
有
効
な
活
用
が
期
待
さ
れ
る
︒
で

は
︑
清
代
の
人
物
に
つ
い
て
調
べ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
︒
有
名
人
で
あ
れ
ば
︑
岩
波
書
店
辞
典
編
集
部
編
﹃
岩
波
世
界
人
名
大
辞

典
﹄︵
岩
波
書
店
︑
二
〇
一
三
年
︶
な
ど
の
人
名
辞
典
や
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
サ
イ
ト
で
容
易
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
︑
張
官
始
の
よ
う
な

知
府
級
の
人
物
が
ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
︒
そ
こ
で
次
な
る
手
と
し
て
︑
周
駿
富
編
﹃
清
代
伝
記
叢
刊
﹄︵
台
北
︑
明
文
書
局
︑
一

九
八
五
年
︶
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
︒
こ
れ
は
清
代
の
伝
記
文
献
一
五
〇
種
を
網
羅
し
た
二
〇
五
冊
か
ら
な
る
叢
書
で
︑
巻
末
の
索
引
で
大

体
の
人
物
の
名
が
検
索
で
き
る
︒
さ
ら
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
︑
台
湾
の
国
立
中
央
研
究
院
︑
北
京
大
学
が
共
同
開
発
し
た
中
国
歴
代
人
物

伝
記
資
料
庫 C

B
D

B

︵https://inindex.com
/biog

︶
は
個
人
伝
記
資
料
に
基
づ
く
人
名
検
索
が
可
能
で
あ
る
︒

　
も
っ
と
も
張
官
始
の
場
合
は
そ
れ
で
も
詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
な
い
︒
そ
う
い
う
時
の
最
後
の
手
段
と
し
て
︑
そ
の
人
物
が
役
人
経
験

者
で
あ
れ
ば
︑
秦
国
経
主
編
﹃
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
蔵
清
代
官
員
履
歴
檔
案
全
編
﹄︵
上
海
︑
華
東
師
範
大
学
出
版
社
︑
一
九
九
七
年
︶
に
当

た
る
の
も
よ
い
が
︑
康
熙
朝
の
履
歴
文
書
は
き
わ
め
て
わ
ず
か
し
か
残
っ
て
い
な
い
︒
な
ら
ば
地
方
志
は
ど
う
か
︒
赴
任
地
で
あ
れ
ば
名
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宦
伝
に
︵﹁
名
官
﹂
と
評
価
さ
れ
た
ら
の
話
だ
が
︶︑
本
籍
が
わ
か
れ
ば
そ
の
地
方
志
の
人
物
伝
に
情
報
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒
ち
な
み
に
張

官
始
の
履
歴
情
報
は
︑
乾
隆
﹃
杭
州
府
志
﹄
巻
七
一
︑
選
挙
︑
挙
人
︑
か
ら
︑
吉
安
知
府
在
任
期
間
は
乾
隆
﹃
吉
安
府
志
﹄
巻
二
〇
︑
職

官
志
︑
府
職
官
表
︑
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
得
ら
れ
る
︒
な
お
中
国
の
検
索
サ
イ
ト
百
度
百
科
で
人
名
を
検
索
す
る
と
同
姓
同
名
の
不
必
要
情
報

が
溢
れ
て
却
っ
て
面
倒
に
な
る
が
︑
そ
の
煩
瑣
を
厭
わ
な
け
れ
ば
思
わ
ぬ
収
穫
を
得
る
こ
と
も
あ
る
︒

　
漢
文
史
料
を
読
む
場
合
︑
な
る
べ
く
豊
富
な
語
彙
を
収
録
し
た
辞
書
を
利
用
す
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
︒
日
本
の
出
版
で
は
諸
橋
轍

次
﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
全
一
三
巻
︵
大
修
館
書
店
︑
一
九
五
五
~
一
九
六
〇
年
︑
修
訂
本
一
九
八
四
~
一
九
八
六
年
︶
が
︑
中
国
の
出
版
で
は
羅
竹
風

主
編
﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
全
一
二
巻
︑
縮
印
本
︵
上
海
︑
漢
語
大
詞
典
出
版
社
︑
一
九
九
七
年
︶
が
そ
の
代
表
で
あ
る
︒
と
も
に
大
部
な
た
め
携

帯
に
は
不
向
き
で
あ
っ
た
が
︑
近
年
デ
ジ
タ
ル
版
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒﹃
大
漢
和
辞
典
デ
ジ
タ
ル
版
﹄︵
大
修
館
書
店
︑
二
〇
一

九
年
︶︑﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
光
碟
繁
体
単
機
三
・
〇
版
︵
香
港
︑
商
務
印
書
館
︑
二
〇
〇
八
年
︶
が
そ
れ
に
当
た
る
︒
ま
た
前
者
は
二
〇
二
一
年

か
ら
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
︵https://japanknow

ledge.com

︶
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
の
検
索
も
可
能
と
な
っ
た
︒

　
こ
の
ほ
か
判
牘
の
よ
う
な
史
料
を
読
む
際
に
用
い
る
辞
書
と
し
て
は
︑
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
処
編
﹃
中
日
大
辞
典
﹄
増
訂
版
︵
大

修
館
書
店
︑
一
九
八
六
年
︶
が
有
用
で
あ
る
︒
こ
れ
は
戦
前
の
中
国
研
究
の
中
心
で
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
を
前
身
と
す
る
愛
知
大
学
が
そ

の
実
績
を
背
景
に
編
纂
し
た
も
の
で
︑
現
代
で
は
も
は
や
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
語
彙
を
整
理
し
て
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
三
版
よ

り
も
史
料
を
読
む
際
に
は
む
し
ろ
役
に
立
つ
︒
な
お
︑
中
国
語
語
彙
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︵https://hcs.aichi-u.ac.jp/

︶
は
第
三
版
を
ベ
ー
ス

に
し
て
い
る
が
︑
旧
版
な
ど
で
削
除
さ
れ
た
語
彙
も
随
時
追
加
さ
れ
て
い
る
︒

　
石
山
福
治
編
﹃
最
新
支
那
語
大
辞
典
﹄︵
第
一
書
房
︑
一
九
三
五
年
︶
は
た
ま
に
他
の
辞
書
に
な
い
語
彙
を
拾
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
︒﹁
最

新
﹂
と
は
い
う
も
の
の
恐
ろ
し
く
古
い
辞
書
だ
が
︑
一
九
七
四
年
に
国
書
刊
行
会
か
ら
﹃
中
国
語
大
辞
典
﹄
と
し
て
復
刊
さ
れ
て
い
る
︒
原

書
も
ま
た
古
書
で
容
易
に
購
入
で
き
る
︒
漢
字
一
字
で
示
さ
れ
た
︑
と
り
わ
け
動
詞
の
意
味
を
知
る
の
に
困
っ
た
場
合
は
︑
田
中
慶
太
郎

﹃
支
那
文
を
読
む
為
の
漢
字
典
﹄︵
文
求
堂
︑
一
九
四
〇
年
︶
が
助
け
て
く
れ
る
︒
こ
れ
も
古
い
辞
書
だ
が
︑
現
在
な
お
研
文
出
版
で
刊
行
を
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続
け
て
い
る
︒

　
判
牘
に
現
れ
る
特
殊
用
語
に
つ
い
て
は
︑
山
腰
敏
寛
編
﹃
中
国
歴
史
公
文
書
読
解
辞
典
﹄︵
汲
古
書
院
︑
二
〇
〇
四
年
︶
の
ほ
か
︑
劉
文
傑

﹃
歴
史
文
書
用
語
詞
典
﹄
明
・
清
・
民
国
部
分
︵
成
都
︑
四
川
人
民
出
版
社
︑
一
九
八
八
年
︶
に
詳
し
い
︒
ま
た
法
制
一
般
の
専
門
用
語
を
手
短

に
知
り
た
い
時
に
は
東
川
徳
治
﹃
中
国
法
制
大
辞
典
﹄︵
初
版
:
一
九
三
〇
年
︑
旧
版
:
一
九
三
三
年
︑
復
刻
版
:
燎
原
︑
一
九
七
九
年
︶
が
便
利

で
あ
る
︒
な
お
︑﹃
中
国
法
制
大
辞
典
﹄
の
初
版
﹃
典
海
﹄︑
旧
版
の
﹃
支
那
法
制
大
辞
典
﹄
な
ど
︑
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
多
く
の
戦

前
出
版
物
に
つ
い
て
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
︵https://dl.ndl.go.jp/ja/search

︶
で
オ
ン
ラ
イ
ン
閲
覧
で
き
る
︒

　
以
上
の
諸
点
を
踏
ま
え
た
上
で
テ
キ
ス
ト
の
史
料
を
読
ん
で
い
こ
う
︒

　
　
　

史
料
I
『
守
邦
近
略
』
第
三
集
「
活
殺
母
命
等
事
」

　
　
賀
閏
高
が
賀
水
廉
ら
に
自
分
の
母
親
を
殺
さ
れ
た
と
し
て
訴
え
た
件
　
　

標
点
文

看
得
。
賀
閏
高
之
母
死
也
、
因
嫠
婦
賀
阿
陳
央
族
人
賀
水
廉
等
、
去
冬
與
閏
高
父
子
理
論
杉
木
、
旣
論
朙
矣
。
今
正
⺼
閒
、
又
央
族
人
徃

論
田
糧
磚
瓦
。
維
時
閏
高
出
外
。
伊
父
伊
弟
見
衆
人
擁
至
、
從
後
門
出
避
、
家
中
止
有
母
妻
。
想
村
中
農
人
無
物
供
膳
。
因
而
水
廉
等
卽

宰
圈
豬
、
暢
飮
而
去
。
適
値
有
拜
年
之
親
友
至
閏
高
家
中
。
而
閏
高
之
母
以
爲
大
失
體
面
、
因
忿
恨
而
投
訴
族
衆
。
歸
家
天
暮
、
借
宿
賀

陶
愛
家
。
次
日
言
旋
、
卽
自
縊
身
死
。
鄕
約
王
秀
育
、
干
證
王
九
臣
・
徐
廷
亮
等
皆
供
、
次
早
到
閏
高
之
家
、
驗
朙
縊
死
。
夫
賀
水
廉
・

賀
子
降
・
賀
一
鳴
等
先
日
到
伊
家
理
說
、
而
次
日
伊
母
自
縊
。
寜
非
水
廉
等
之
逼
廹
乎
。
據
水
廉
等
供
、
賀
阿
陳
欲
到
伊
家
賴
死
、
因
而

自
縊
。
查
阿
陳
之
賴
死
無
據
而
水
廉
等
之
登
門
是
眞
。
且
詞
內
竝
不
吿
賀
阿
陳
、
則
阿
陳
之
欲
徃
賴
死
、
乃
水
廉
等
之
捏
造
、
可
知
也
。
況

宰
豬
則
有
屠
戶
朱
仁
俚
。
其
爲
恃
衆
逞
强
、
加
人
于
所
不
堪
、
致
令
閏
高
之
母
羞
慙
忿
恨
、
訴
朙
族
衆
、
次
日
縊
死
、
賀
水
廉
・
賀
子
降
・

賀
一
鳴
合
依
威
逼
致
死
律
、
夫
復
何
辭
。
賀
閏
高
狀
吿
棍
打
致
死
、
似
涉
誣
妄
。
但
伊
母
縊
死
是
實
。
爲
母
索
命
、
姑
免
深
求
。
賀
子
仙
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年
近
八
旬
、
查
不
在
場
。
永
新
縣
令
曾
將
一
干
被
吿
嚴
加

禁
責
、
則
賀
雲
吉
之
不
說
情
蔽
冤
、
可
不
辨
而
自
朙
。
賀

代
偃
則
院
狀
無
名
、
似
非
兇
徒
。
一
黨
顏
一
龍
賄
買
無
據
。

且
縊
死
情
眞
、
其
無
賄
囑
可
知
。
均
應
省
釋
。
値
此
農
忙
、

次
名
干
證
徐
廷
亮
與
原
狀
無
名
之
賀
代
偃
・
賀
陶
愛
、
曁

七
旬
有
餘
之
賀
子
仙
、
八
旬
之
王
秀
育
均
籲
免
解
、
似
應

俯
順
輿
情
。
合
倂
聲
朙
。

訓
読
文

看
し
得
た
り
。
賀
閏
高
の
母
の
死
す
る
や
、
嫠り

婦
賀
阿
陳

の
、
族
人
賀
水
廉
等
に
央た

の

み
て
、
去
冬
に
閏
高
父
子
と
杉

木
を
理
論
す
る
に
因
る
は
旣
に
論
朙
な
り
。
今
正
⺼
の
閒
、

又
た
族
人
に
央
み
、
徃
き
て
田
糧
・
磚
瓦
を
論
ぜ
し
む
。
維か

の
時
、
閏
高
は
外
に
出
づ
。
伊か

の
父
と
伊
の
弟
は
衆
人
の

擁
し
て
至
る
を
見
て
、
後
門
從よ

り
出
避
し
、
家
中
は
止た

だ

母
妻
有
る
の
み
。
村
中
の
農
人
は
物
の
供
膳
す
る
無
き
を

想
は
ん
。
因
り
て
水
廉
等
、
卽
ち
圈
豬
を
宰
し
、
暢
飮
し

て
去
る
。
適た

ま

々た
ま

拜
年
の
親
・
友
、
閏
高
の
家
中
に
至
る
有

る
に
値
る
。
而
し
て
閏
高
の
母
大
い
に
體
面
を
失
ふ
と
以お

『守邦近略』第三集「活殺母命等事」（Library of Congress 所蔵、B668.21-C37）
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爲も

ひ
、
忿
恨
に
因
り
て
族
衆
に
投
訴
す
。
家
に
歸
ら
ん
と
す
る
も
天
暮
れ
、
宿
を
賀
陶
愛
の
家
に
借
る
。
次
の
日
に
言
旋
す
る
に
、
卽
ち

自
縊
し
て
身
死
す
。
鄕
約
王
秀
育
、
干
證
王
九
臣
・
徐
廷
亮
等
皆
な
供
す
る
に
、
次
の
早あ

さ

、
閏
高
の
家
に
到
り
て
、
縊
死
を
驗
朙
す
、
と
。

夫
れ
賀
水
廉
・
賀
子
降
・
賀
一
鳴
等
、
先
日
に
伊
の
家
に
到
り
て
理
說
し
、
而
し
て
次
の
日
に
伊
の
母
自
縊
す
。
寜

い
づ
く
んぞ
水
廉
等
の
逼
廹
す

る
に
非
ざ
ら
ん
や
。
水
廉
等
の
供
に
據
れ
ば
、
賀
阿
陳
、
伊
の
家
に
到
り
て
賴
死
せ
ん
と
欲
し
、
因
り
て
自
縊
せ
り
、
と
。
查
す
る
に
阿

陳
の
賴
死
は
據
無
き
も
水
廉
等
の
登
門
は
是
れ
眞
な
り
。
且
つ
詞
內
竝
び
賀
阿
陳
を
吿
げ
ざ
れ
ば
、
則
ち
阿
陳
の
徃
き
て
賴
死
せ
ん
と
欲

す
る
は
乃
ち
水
廉
等
の
捏
造
な
る
こ
と
、
知
る
べ
き
な
り
。
況
や
豬
を
宰
す
る
に
則
ち
屠
戶
の
朱
仁
俚
有
る
を
や
。
其
の
恃
衆
逞
强
し
、
人

に
堪
へ
ざ
る
所
を
加
へ
、
閏
高
の
母
を
し
て
羞
慙
忿
恨
し
て
、
族
衆
に
訴
朙
し
、
次
の
日
に
縊
死
せ
し
む
る
を
致
す
こ
と
爲
る
や
、
賀
水

廉
・
賀
子
降
・
賀
一
鳴
は
合ま

さ

に
威い

逼ひ
ょ
く致ち

し死
律
に
依
る
べ
き
も
、
夫
れ
復
た
何
ぞ
辭
せ
ん
や
。
賀
閏
高
の
狀
に
棍
打
致
死
を
吿
ぐ
る
は
誣
妄

に
涉
る
に
似
た
り
。
但
だ
伊
の
母
縊
死
す
る
は
是
れ
實
な
り
。
母
が
爲
に
命
を
索も

と

む
る
に
よ
り
、
姑し
ば
らく
深
求
を
免
ず
。
賀
子
仙
は
年
八
旬

に
近
く
、
查
す
る
に
場
に
在
ら
ず
。
永
新
縣
令
曾
て
一
干
被
吿
を
將も

つ

て
嚴
し
く
禁
責
を
加
ふ
れ
ば
、
則
ち
賀
雲
吉
の
說
情
し
て
蔽
冤
せ
ざ

る
こ
と
、
辨
ぜ
ず
し
て
自
づ
か
ら
朙
か
な
る
べ
し
。
賀
代
偃
は
則
ち
院
狀
に
名
無
く
、
兇
徒
に
非
ざ
る
に
似
た
り
。
一
黨
の
顏
一
龍
の
賄

買
す
る
は
據
無
し
。
且ま

し
て
縊
死
は
情
眞
に
し
て
、
其
の
賄
囑
無
き
を
知
る
べ
し
。
均
し
く
應
に
省
釋
す
べ
し
。
此
の
農
忙
に
値あ
た

り
、
次

名
の
干
證
徐
廷
亮
と
原
狀
に
名
無
き
賀
代
偃
・
賀
陶
愛
、
曁お

よ

び
七
旬
有
餘
の
賀
子
仙
、
八
旬
の
王
秀
育
と
は
均
し
く
免
解
を
籲も
と

む
る
に
、
應

に
俯
し
て
輿
情
に
順し

た
がふ
べ
き
に
似
た
り
。
合あ

は倂
せ
て
聲
朙
す
。

演
習
に
臨
ん
で

　
冒
頭
の
〈
看
得
〉
は
さ
ほ
ど
の
意
味
は
な
い
︒
刑
名
案
件
の
処
理
で
自
分
の
意
見
を
上
申
す
る
際
に
公
文
書
の
冒
頭
に
つ
け
る
発
句
の

一
つ
で
︑
強
い
て
訳
せ
ば
﹁
思
う
に
﹂
に
な
る
︒
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
﹁
照
得
﹂﹁
査
得
﹂﹁
審
得
﹂
な
ど
が
あ
る
︵
6
︶︒

　〈
嫠
婦
〉
は
寡
婦
の
意
味
︒〈
賀
阿
陳
〉
は
賀
姓
に
嫁
い
だ
陳
氏
を
意
味
す
る
名
称
︒﹁
阿
﹂
は
姓
な
ど
の
前
に
つ
け
て
親
近
感
を
示
す
接
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頭
語
︒〈
理
論
〉
は
是
非
を
論
じ
る
こ
と
︒〈
杉
木
〉
は
日
本
の
ス
ギ C

rytom
eria japonica 

で
は
な
く
︑
中
国
中
南
部
原
産
の
広
葉
杉

︵
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
︶C

unningham
ia lanceolata 

を
指
す
︒
動
植
物
に
は
日
本
語
と
同
じ
字
を
使
っ
て
い
て
も
異
な
る
も
の
が
あ
る
の
で

注
意
を
要
す
る
︒

　
こ
の
判
牘
に
あ
る
〈
去
冬
〉
と
〈
今
正
⺼
〉
は
張
官
始
の
在
任
期
間
か
ら
見
て
康
熙
三
十
一
~
三
十
三
年
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
以

外
に
特
定
で
き
る
情
報
が
な
い
︒〈
出
外
〉
は
﹁
外
出
﹂
で
は
な
く
︑﹁
遠
方
に
出
か
け
て
い
る
﹂
の
意
味
で
あ
る
︒
農
閑
期
に
外
地
に
出

稼
ぎ
に
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒〈
圈
豬
〉
は
囲
っ
た
豚
の
こ
と
で
︑
家
で
飼
っ
て
い
る
豚
の
意
味
︒
少
し
裕
福
な
農
家
で
は
非
常
食
用

に
豚
一
頭
を
自
分
の
家
で
飼
う
こ
と
が
多
か
っ
た
︒

　〈
拜
年
〉
は
年
始
の
挨
拶
︒〈
親
友
〉
は
日
本
語
と
同
じ
意
味
の
ほ
か
に
親
戚
・
友
人
を
併
称
す
る
こ
と
が
あ
り
︑
こ
の
場
合
は
後
者
で

あ
る
︒
年
始
に
来
た
彼
ら
の
面
前
で
顔
を
つ
ぶ
さ
れ
た
賀
閏
高
の
母
親
︵
こ
こ
で
は
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な
い
︶
は
族
長
な
ど
族
内
の
顔
役
に

﹁
投
訴
﹂
し
た
︒〈
投
訴
〉
と
は
公
平
な
裁
定
を
求
め
て
権
威
あ
る
者
に
訴
え
る
こ
と
を
い
う
︒
宿
を
借
り
た
〈
賀
陶
愛
〉
も
ま
た
賀
一
族

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒〈
言
旋
〉
は
帰
る
こ
と
︒
言
は
語
勢
を
強
め
る
助
辞
︒〈
鄕
約
〉
は
事
件
な
ど
の
初
動
捜
査
を
任
さ
れ
た
村
役

人
︒〈
干
證
〉
は
﹁
関
係
す
る
証
人
﹂
と
い
う
意
味
︒

　〈
理
說
〉
は
﹁
理
論
﹂
に
同
じ
く
﹁
言
い
争
う
﹂
こ
と
を
い
う
︒〈
賴
死
〉
に
つ
い
て
は
辞
書
に
そ
の
語
は
な
い
が
︑
相
手
に
殺
人
の
濡

れ
衣
を
着
せ
て
金
品
を
脅
し
取
る
図
頼
の
意
味
で
あ
ろ
う
︒
こ
こ
で
は
賀
阿
陳
が
賀
閏
高
の
母
親
の
と
こ
ろ
に
行
き
︑
死
ん
で
や
る
と
脅

し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
︒〈
屠
戶
〉
は
屠
殺
を
専
門
と
す
る
業
者
︒〈
威
逼
致
死
律
〉
は
正
確
に
は
威
逼
人
致
死
律
と
い
い
︑
相
手
方

に
対
し
威
圧
を
加
え
て
脅
迫
し
︑
そ
の
結
果
相
手
方
を
自
殺
の
や
む
な
き
に
至
ら
し
め
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
を
い
う
︵﹁
威
逼
﹂
は
正
式

に
は
﹁
い
ひ
ょ
く
﹂
と
い
う
が
︑
慣
例
で
﹁
い
ひ
つ
﹂
と
読
む
こ
と
も
あ
る
︶︒
清
律
に
﹁
お
よ
そ
事
に
よ
っ
て
︹
婚
姻
・
土
地
・
債
務
の
類
︺
人
を

追
い
詰
め
て
︹
自
殺
し
て
︺
死
な
せ
た
な
ら
ば
︑︹
犯
人
に
必
ず
恐
れ
ら
れ
る
だ
け
の
威
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
審
ら
か
に
す
れ
ば
︺
杖
一
百
︒
も
し
官

吏
・
公
使
な
ど
が
公
務
に
よ
ら
ず
無
関
係
な
民
を
追
い
詰
め
て
死
な
せ
た
な
ら
ば
︑
罪
は
同
じ
︒︹
以
上
の
二
項
は
︺
い
ず
れ
も
葬
儀
費
と
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し
て
銀
一
十
両
を
徴
収
す
る
︹
死
者
の
家
に
給
付
す
る
︺﹂︵

7
︶
と
あ
る
︒
ち
な
み
に
清
律
は
順
治
三
年
︵
一
六
四
六
︶
に
明
律
を
基
本
的
に
踏

襲
し
︑
小
註
を
多
く
加
え
た
も
の
と
し
て
刊
行
さ
れ
︑
刑
部
で
印
刷
さ
れ
た
部
頒
本
を
﹃
大
清
律
集
解
附
例
﹄
と
称
し
た
︒
以
後
︑
康
熙
︑

雍
正
の
各
時
代
に
若
干
の
改
訂
が
施
さ
れ
︑
乾
隆
五
年
︵
一
七
四
〇
︶
に
完
成
し
た
も
の
を
﹃
大
清
律
例
﹄
と
称
し
た
︒〈
姑
免
深
求
〉
は

免
罪
に
す
る
際
の
慣
用
句
で
︑﹁
ひ
と
ま
ず
追
及
を
免
ず
﹂
を
意
味
し
︑
そ
の
前
に
﹁
~
で
あ
る
ゆ
え
に
﹂
と
い
っ
た
理
由
が
示
さ
れ
る
の

が
通
常
で
あ
る
︒〈
姑
〉
は
﹁
あ
と
の
こ
と
は
と
も
か
く
﹂
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
が
︑
蒸
し
返
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
︒

　〈
七
旬
〉〈
八
旬
〉
な
ど
の
語
句
は
老
人
の
年
齢
を
示
す
時
に
よ
く
用
い
る
も
の
で
︑
一
〇
年
を
一
旬
と
い
う
こ
と
か
ら
︑﹁
七
〇
歳
﹂﹁
八

〇
歳
﹂
を
意
味
す
る
︒〈
永
新
縣
令
〉
は
永
新
県
知
県
の
こ
と
で
︑﹁
縣
令
﹂
は
知
県
の
古
名
︒
知
府
の
場
合
は
﹁
太
守
﹂
も
し
く
は
﹁
郡

守
﹂
と
称
し
た
︒
こ
こ
で
い
う
﹁
永
新
縣
令
﹂
と
は
︑
乾
隆
﹃
吉
安
府
志
﹄
巻
二
一
︑
職
官
志
︑
県
職
官
表
か
ら
康
熙
二
十
五
年
︵
一
六

八
六
︶
以
来
永
新
県
知
県
の
任
に
あ
っ
た
趙
作
霖
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

　〈
說
情
〉
は
取
り
な
す
こ
と
︒〈
蔽
寃
〉
は
冤
罪
と
断
定
す
る
こ
と
︒〈
賄
買
〉
は
賄
賂
で
買
収
す
る
こ
と
︒〈
賄
囑
〉
は
賄
賂
で
委
嘱
す

る
こ
と
︒〈
省
釋
〉
は
釈
放
の
意
︒〈
農
忙
〉
は
農
繁
期
を
い
う
︒〈
次
名
〉
に
は
﹁
重
要
で
な
い
﹂
の
意
味
合
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

〈
免
解
〉
の
﹁
解
﹂
は
調
書
と
と
も
に
人
を
審
問
の
た
め
に
関
係
官
庁
に
送
る
こ
と
︒
押
送
の
意
︒﹁
免
解
﹂
は
高
齢
や
病
弱
を
理
由
に
押

送
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
︒〈
俯
〉
は
こ
こ
で
は
﹁
ま
げ
て
譲
歩
す
る
﹂
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

現
代
語
訳

　
賀
閏
高
の
母
親
が
死
ん
だ
の
は
︑
寡
婦
の
賀
阿
陳
が
族
人
の
賀
水
廉
ら
に
頼
ん
で
去
年
の
冬
に
閏
高
父
子
と
杉
木
︹
の
利
権
︺
を
言
い
争

わ
せ
た
の
が
原
因
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
で
す
︒

　
今
年
正
月
に
︹
賀
阿
陳
は
︺
ま
た
族
人
︹
賀
水
廉
ら
︺
に
頼
ん
で
︹
賀
閏
高
の
家
に
︺
赴
き
田
糧
や
磚
瓦
︹
の
利
権
︺
に
つ
い
て
話
を
つ
け
さ

せ
ま
し
た
︒
こ
の
時
︑
閏
高
は
遠
方
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
︒
彼
の
父
親
と
弟
は
大
勢
が
押
し
掛
け
て
き
た
の
を
見
て
裏
口
か
ら
逃
げ
出
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し
た
た
め
︑
家
に
は
母
親
と
妻
と
が
い
る
だ
け
で
し
た
︒
田
舎
者
の
農
民
な
の
で
︑
ど
う
せ
ろ
く
な
食
事
を
出
す
こ
と
は
な
い
と
思
っ
た

の
で
し
ょ
う
︒
賀
水
廉
ら
は
す
ぐ
に
︹
賀
閏
高
が
飼
っ
て
い
た
︺
豚
を
殺
し
︑
好
き
勝
手
に
酒
を
飲
ん
で
去
っ
て
い
き
ま
し
た
︒

　
時
た
ま
た
ま
親
戚
や
友
人
が
年
始
の
挨
拶
で
賀
閏
高
の
家
に
来
ま
し
た
︒
そ
の
た
め
賀
閏
高
の
母
親
は
面
目
が
丸
つ
ぶ
れ
に
な
っ
た
と

感
じ
︑
憤
慨
か
ら
族
長
た
ち
に
訴
え
ま
し
た
︒
母
親
は
︹
訴
え
を
済
ま
せ
て
︺
家
に
帰
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
︑
日
が
暮
れ
た
た
め
︑
賀
陶
愛

の
家
に
泊
ま
り
ま
し
た
︒
そ
し
て
次
の
日
に
帰
宅
す
る
と
す
ぐ
首
を
吊
っ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
︒
郷
約
の
王
秀
毓
︑
証
人
の
王
九
臣
・

徐
廷
亮
ら
は
み
な
翌
朝
に
賀
閏
高
の
家
に
行
き
︑
縊
死
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
供
述
し
て
い
ま
す
︒

　
そ
も
そ
も
賀
水
廉
・
賀
子
降
・
賀
一
鳴
ら
が
賀
閏
高
の
家
に
行
っ
て
言
い
争
っ
た
翌
日
に
彼
の
母
親
が
自
殺
し
た
の
で
す
︒
賀
水
廉
ら

の
威
逼
が
な
か
っ
た
と
ど
う
し
て
い
え
ま
し
ょ
う
︒
賀
水
廉
ら
の
供
述
に
よ
れ
ば
︑
賀
阿
陳
が
賀
閏
高
の
家
に
行
き
︑
死
ん
で
や
る
と
図

頼
を
し
た
た
め
母
親
は
自
殺
し
た
と
の
こ
と
で
す
︒
調
べ
た
と
こ
ろ
︑
賀
阿
陳
が
母
親
に
図
頼
を
し
た
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
賀
水
廉

ら
が
︹
賀
閏
高
の
︺
家
に
行
っ
た
の
は
事
実
で
す
︒
か
つ
︹
賀
閏
高
の
︺
訴
状
に
賀
阿
陳
の
こ
と
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
︑
賀

阿
陳
が
図
頼
を
し
た
と
い
う
の
は
賀
水
廉
ら
の
捏
造
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
︒
ま
し
て
や
豚
を
殺
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
そ
の
場
に

屠
戸
の
朱
仁
俚
が
い
た
く
ら
い
で
す
︒
彼
ら
が
衆
を
恃
ん
で
威
嚇
し
︑
耐
え
が
た
い
行
動
に
出
た
こ
と
で
︑
賀
閏
高
の
母
親
が
屈
辱
を
受

け
︑
憤
慨
し
て
族
長
た
ち
に
訴
え
︑
翌
日
に
首
を
吊
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
︒
賀
水
廉
・
賀
子
降
・
賀
一
鳴
に
威
逼
人
致
死
律
を
適
用
し

て
も
咎
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

　
賀
閏
高
の
訴
状
に
︹
賀
水
廉
ら
が
母
親
を
︺
棍
棒
で
殴
っ
て
殺
し
た
と
あ
る
の
は
嘘
の
よ
う
で
す
︒
た
だ
彼
の
母
親
が
縊
死
し
た
の
は
事

実
で
す
︒
そ
の
死
に
命
で
償
わ
せ
た
い
と
思
っ
た
た
め
こ
の
よ
う
な
噓
を
つ
い
た
の
で
あ
り
︑
し
ば
し
深
く
追
及
し
な
い
こ
と
に
い
た
し

ま
す
︒
賀
子
仙
は
年
が
八
〇
歳
に
近
く
︑
調
べ
た
と
こ
ろ
現
場
に
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
永
新
県
の
知
県
が
以
前
被
告
ら
を
厳
し
く
叱
責

し
ま
し
た
の
で
︑
賀
雲
吉
が
彼
ら
の
た
め
に
取
り
な
し
て
冤
罪
だ
と
断
定
し
て
い
な
い
の
は
言
わ
ず
と
も
明
ら
か
で
す
︒
賀
代
偃
は
県
に

提
出
し
た
訴
状
に
名
が
な
く
凶
徒
で
も
な
い
よ
う
で
す
︒
仲
間
の
顔
一
龍
が
賄
賂
で
買
収
さ
れ
た
と
い
う
の
は
証
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
︒
ま
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誣告殺人が赦される時

し
て
や
縊
死
が
事
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
賄
嘱
も
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
︒
す
べ
て
罪
を
許
す
べ
き
で
す
︒
現
在
ま
さ
に
農
繁
期
に

あ
り
︑
重
要
で
な
い
証
人
の
徐
廷
亮
と
原
訴
状
に
名
前
の
な
い
賀
代
偃
・
賀
陶
愛
︑
お
よ
び
七
〇
歳
あ
ま
り
の
賀
子
仙
︑
八
〇
歳
の
王
秀

毓
に
つ
い
て
は
み
な
押
送
を
免
除
す
る
よ
う
に
求
め
て
お
り
︑
彼
ら
の
気
持
ち
に
添
う
の
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
の
で
併
せ
て
申
し

述
べ
ま
す
︒

こ
の
史
料
が
語
る
も
の

　
こ
の
判
牘
は
︑
同
族
内
の
資
源
争
い
に
端
を
発
し
︑
同
族
の
賀
水
廉
ら
に
よ
っ
て
面
子
を
つ
ぶ
さ
れ
た
母
親
が
腹
い
せ
に
自
殺
し
た
こ

と
で
息
子
の
賀
閏
高
が
賀
水
廉
ら
を
﹁
活
殺
母
命
等
事
﹂︑
す
な
わ
ち
母
親
を
殺
し
た
と
し
て
永
新
県
に
訴
え
た
案
件
に
対
す
る
張
官
始
の

裁
定
で
あ
る
︒﹁
活
殺
﹂
の
﹁
活
﹂
は
﹁
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
生
き
て
い
た
も
の
を
殺
し
た
﹂
く
ら
い
の
意
味
だ
が
︑
殺
人
を
強
調
す
る
た

め
の
誇
張
表
現
で
あ
り
︑
訴
状
の
表
題
に
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
︒

　
賀
閏
高
の
訴
状
に
は
︑
賀
水
廉
︑
賀
子
降
︑
賀
一
鳴
ら
が
母
親
を
棍
棒
で
殴
り
殺
し
た
と
あ
り
︑
高
齢
の
賀
子
仙
も
そ
れ
に
加
わ
っ
て

い
た
こ
と
︑
そ
の
一
味
に
凶
徒
の
賀
代
偃
が
い
た
こ
と
︑
仲
間
の
顔
一
龍
が
賄
賂
で
買
収
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
追
加
し
た
︒
こ
れ
に
対
し

張
官
始
は
︑
賀
閏
高
の
母
親
の
死
は
賀
水
廉
ら
に
狼
藉
さ
れ
た
屈
辱
に
よ
る
自
殺
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
賀
閏
高
が
そ
れ
を
殺
人
と

し
て
訴
え
た
の
は
す
べ
て
虚
妄
で
あ
り
︑
結
果
と
し
て
誣
告
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
同
時
に
ま
た
彼
の
母
親
が
自
殺
し
た

の
は
事
実
で
あ
り
︑
そ
の
原
因
を
も
た
ら
し
た
相
手
に
仕
返
し
し
よ
う
と
し
た
気
持
ち
に
は
理
解
を
示
し
︑
誣
告
の
罪
を
許
す
見
解
を
示

し
て
い
る
︒

　
他
方
︑
賀
水
廉
ら
は
賀
閏
高
の
母
親
が
首
を
吊
っ
た
の
は
賀
阿
陳
の
せ
い
で
あ
っ
て
自
分
た
ち
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
反
論
し
た
が
︑
張

官
始
は
︑
賀
阿
陳
が
母
親
に
図
頼
を
し
た
証
拠
は
な
く
︑
か
つ
賀
閏
高
の
訴
状
に
賀
阿
陳
へ
の
言
及
が
な
い
こ
と
か
ら
︑
こ
れ
も
ま
た
捏

造
と
判
断
し
た
︒
そ
し
て
賀
水
廉
ら
の
行
為
は
︑
大
勢
で
押
し
か
け
︑
賀
閏
高
の
豚
を
勝
手
に
殺
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
悪
辣
で
あ
り
︑
母
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親
の
自
殺
に
威
逼
が
あ
っ
た
と
し
て
彼
ら
に
は
威
逼
人
致
死
律
を
適
用
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
︒

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
︑
賀
閏
高
は
賀
水
廉
ら
を
母
親
殺
し
で
誣
告
し
た
の
で
あ
り
︑
最
初
か
ら
﹁
威
逼
人
致
死
﹂
で
訴
え
て
い
る
の

で
は
な
い
点
で
あ
る
︒
誣
告
殺
人
を
あ
え
て
行
う
背
景
に
は
︑
賀
水
廉
ら
に
対
し
て
母
親
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
恨
み
を
晴
ら
そ
う
と

し
た
こ
と
と
と
も
に
︑
母
親
の
死
に
か
り
て
あ
わ
よ
く
ば
相
手
よ
り
も
有
利
に
立
つ
こ
と
︑
そ
れ
が
だ
め
で
も
埋
葬
金
と
い
う
慰
謝
料
を

獲
得
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
張
官
始
は
そ
の
魂
胆
を
彼
の
母
親
が
死
ん
だ
心
情
と
擦
り
合
わ
せ
︑
諸
状
況
を
勘
案
し
た

上
で
罪
を
追
及
し
な
い
判
断
を
下
し
て
い
る
︒

　
　
　
史
料
II
『
守
邦
近
略
』
第
二
集
「
打
死
父
命
事
」

　
　
馬
成
吉
が
陳
鼎
六
に
自
分
の
父
親
を
殺
さ
れ
た
と
し
て
訴
え
た
件
　
　

標
点
文

看
得
。
馬
成
吉
之
控
陳
鼎
六
毆
死
父
命
也
、
緣
。
貞
士
與
鼎
六
田
界
比
連
。
去
夏
六
⺼
初
三
日
、
貞
士
將
陳
鼎
六
田
內
之
水
放
蔭
己
禾
。
適

遇
鼎
六
、
兩
相
爭
論
。
當
有
隣
人
劉
斐
遠
・
王
良
貞
徃
勸
、
見
鼎
六
揮
貞
士
一
掌
、
右
肩
一
拳
、
隨
卽
解
散
。
貞
士
回
家
、
致
患
下
血
痢

症
、
于
七
⺼
初
五
日
身
故
。
初
六
日
葬
埋
、
至
十
八
日
而
成
吉
忽
以
打
死
父
命
控
縣
。
夫
父
命
乃
不
共
戴
天
之
仇
也
。
延
至
十
餘
日
而
方

吿
、
此
何
心
哉
。
迨
委
廬
陵
縣
檢
驗
而
成
吉
又
以
滅
屍
無
踪
爲
詞
。
種
種
詭
譎
、
不
無
敎
唆
之
人
可
知
矣
。
茲
據
吉
水
縣
審
解
歬
來
、
卑

府
逐
一
究
訊
。
雖
成
吉
狡
口
支
吾
、
而
干
證
人
等
已
供
吐
鑿
鑿
。
馬
成
吉
本
應
坐
誣
、
但
查
犯
事
時
年
僅
十
五
。
況
伊
父
被
毆
、
情
有
可

原
。
煢
煢
異
鄕
稚
子
、
姑
免
深
求
。
陳
鼎
六
恃
强
逞
兇
、
以
致
貞
士
鬱
抑
染
疴
血
之
症
而
身
亡
。
衆
供
僉
同
、
情
事
慘
毒
。
若
照
手
足
毆

人
內
損
吐
血
者
律
僅
擬
薄
杖
、
似
難
瞑
死
者
之
目
。
合
比
擬
威
逼
之
律
、
滿
杖
追
銀
、
爲
貞
士
祭
薦
之
費
、
庶
于
情
法
兩
平
。
陳
鼎
七
毆

不
在
場
。
蕭
士
弘
敎
唆
不
謂
無
因
。
但
貞
士
寔
由
毆
後
得
病
而
死
。
情
關
翁
婿
、
事
亦
可
原
、
應
免
議
擬
。
陳
緖
章
審
係
株
連
。
且
値
春

作
將
興
、
合
先
摘
釋
。
至
于
該
縣
、
于
八
⺼
二
十
四
日
出
闈
抵
署
、
疊
檄
嚴
催
。
延
至
十
二
⺼
十
一
日
、
始
具
覆
到
府
、
又
不
成
招
。
隨
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卽
駁
回
、
確
審
招
解
。
至
正
⺼
二
十
八
日
、
將
人
犯
解
到
、
唱
名
之
下
、
又
無
蕭
士
弘
、
復
檄
行
提
。
于
二
⺼
初
三
日
蕭
士
弘
方
到
。
蒙

檄
行
查
、
該
縣
遲
延
緣
由
、
合
倂
聲
朙
。

訓
読
文

看
し
得
た
り
。
馬
成
吉
の
陳
鼎
六
を
毆
死
父
命
に
て
控う
っ
たふ
る
や
、
緣
し
か
じ
かな
り
。
貞
士
は
鼎
六
と
田
界
比な
ら

び
連
ぬ
。
去
夏
六
⺼
初
三
日
、
貞
士
、

陳
鼎
六
の
田
內
の
水
を
將
て
己
れ
が
禾
に
放
蔭
す
。
適
々
鼎
六
に
遇
ひ
、
兩と

も

に
相
ひ
爭
論
す
。
當
有
の
隣
人
劉
斐
遠
・
王
良
貞
、
勸
に
徃

き
、
鼎
六
が
貞
士
に
一
掌
、
右
肩
に
一
拳
を
揮
ふ
も
隨
卽
解
散
す
る
を
見
る
。
貞
士
、
家
に
回か

へ

り
、
下
血
痢
症
を
患
ひ
、
七
⺼
初
五
日
に

身
故
す
る
を
致
す
。
初
六
日
葬
埋
す
る
も
、
十
八
日
に
至
り
て
成
吉
は
忽
ち
打
死
父
命
を
以
て
縣
に
控
ふ
。
夫
れ
父
命
と
は
乃
ち
共
に
天

を
戴
か
ざ
る
の
仇
な
り
。
延
べ
て
十
餘
日
に
至
り
方は

じ

め
て
吿
ぐ
る
は
、
此
れ
何
の
心
や
。
廬
陵
縣
の
檢
驗
に
委
ぬ
る
に
迨お
よ

ん
て
、
成
吉
又

た
滅
屍
無
踪
を
以
て
詞
と
爲
す
。
種
種
の
詭き

譎け
つ

、
敎
唆
の
人
無
き
に
し
も
あ
ら
ざ
る
を
知
る
べ
し
。
茲
に
吉
水
縣
の
審
解
歬
來
す
る
を
據う

け
、
卑
府
逐
一
究
訊
す
。
成
吉
、
狡
口
支
吾
す
る
と
雖
も
、
干
證
人
等
已
に
供
吐
す
る
こ
と
鑿
鑿
た
り
。
馬
成
吉
は
本
よ
り
應
に
誣
に
坐

す
べ
き
も
、
但
だ
查
す
る
に
、
事
を
犯
せ
し
時
、
年
僅
か
に
十
五
な
る
の
み
。
況
や
伊
の
父
は
毆
ら
れ
、
情
と
し
て
原ゆ

る

す
べ
き
も
の
有
り
。

異
鄕
に
煢け

い
け
い煢
た
る
稚ち

し子
、
姑
く
深
求
を
免
ず
。
陳
鼎
六
は
强
を
恃
ん
で
兇
を
逞
ほ
し
い
ま
まに
し
、
以
て
貞
士
の
鬱
抑
し
疴
血
の
症
に
染
ま
り
て
身
亡

ぶ
を
致
す
。
衆
供
僉み

な
同
じ
く
、
情
事
は
慘
毒
な
り
。
若
し
手
足
毆
人
內
損
吐
血
者
律
に
照
ら
し
て
僅
か
に
薄
杖
に
擬
す
る
の
み
な
ら
ば
、

死
者
の
目
を
瞑
し
難
き
に
似
た
り
。
合ま

さ

に
威
逼
の
律
に
比
擬
し
、
滿
杖
に
銀
を
追
し
て
貞
士
の
祭
薦
の
費
と
爲
せ
ば
、
情
法
兩ふ
た

つ
な
が
ら

平
か
に
な
る
に
庶ち

か

か
ら
ん
。
陳
鼎
七
は
毆
り
し
と
き
、
場
に
在
ら
ず
。
蕭
士
弘
の
敎
唆
せ
し
は
因
無
き
と
謂
は
ず
。
但
だ
貞
士
は
寔
に
毆

後
に
病
を
得
て
死
ぬ
る
に
由
る
。
情
は
翁
婿
に
關
は
り
、
事
も
亦
た
原ゆ

る

す
べ
く
、
應
に
議
擬
を
免
ず
べ
し
。
陳
緖
章
は
審し
ら

ぶ
る
に
株
連
に

係
る
。
且ま

さ

に
春
作
將
に
興
ら
ん
と
す
る
に
値あ
た

り
、
合
に
摘
釋
を
先
ん
ず
べ
し
。
該
縣
に
至
り
て
は
八
⺼
二
十
四
日
に
出
闈
抵
署
す
る
に
、
疊か
さ

ね
て
嚴
催
を
檄
す
。
延
べ
て
十
二
⺼
十
一
日
に
至
り
て
始
め
て
具
覆
が
府
に
到
る
も
、
又
た
招
を
成
さ
ず
。
隨
卽
駁
回
し
て
確
か
に
審
べ
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て
招
解
せ
し
む
。
正
⺼
二
十
八
日
に
至
り
て
人
犯
を
將
て
解
到
す
る
に
、
唱
名
の
下
、
又
た
蕭
士
弘
無
く
、
復
た
行
提
を
檄
す
。
二
⺼
初

三
日
に
蕭
士
弘
方
め
て
到
る
。
檄
を
蒙
り
行
查
せ
し
む
る
も
該
縣
の
遲
延
せ
し
緣
由
を
合あ

は倂
せ
て
聲
朙
す
。

演
習
に
臨
ん
で

　
表
題
の
〈
打
死
父
命
事
〉
を
訳
す
と
﹁
父
親
を
殴
り
殺
し
た
こ
と
﹂
と
な
る
︒
こ
れ
は
原
告
の
訴
状
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
簡
潔
に
表
し

た
も
の
で
あ
る
︒﹁
打
死
×
命
﹂
は
し
ば
し
ば
判
牘
の
表
題
に
用
い
ら
れ
︑﹁
×
﹂
に
は
こ
の
他
﹁
兄
﹂﹁
弟
﹂﹁
夫
﹂﹁
男
﹂
な
ど
原
告
と
の

続
柄
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
︒

　〈
緣
〉
は
﹁
報
告
の
状
況
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
﹂
と
い
う
意
味
の
起
首
語
で
あ
る
︒
決
ま
っ
た
訓
読
は
な
く
︑
と
く
に
訳
す
ほ
ど
の
意

味
は
な
い
が
︑
強
い
て
言
え
ば
﹁
事
の
起
こ
り
は
﹂
と
い
う
程
度
の
語
感
と
さ
れ
て
い
る
︵
8
︶︒
こ
こ
で
は
前
の
文
と
の
関
係
で
︑﹁
し
か

じ
か
な
り
﹂
と
訓
読
す
る
︒

　〈
去
夏
六
月
初
三
日
〉
の
年
は
張
官
始
が
こ
の
事
件
の
報
告
を
そ
の
年
に
受
け
︑
翌
年
の
二
月
以
降
に
上
申
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
そ
の

着
任
時
︵
康
熙
三
十
一
年
春
︶
か
ら
康
熙
三
十
一
年
ま
た
は
康
熙
三
十
二
年
と
見
ら
れ
る
が
︑
後
述
の
点
か
ら
見
て
後
者
と
思
わ
れ
る
︒﹁
六

月
三
日
﹂
は
言
う
ま
で
も
な
く
陰
暦
で
あ
り
︑
康
熙
三
十
二
年
な
ら
ば
︑
そ
れ
を
陽
暦
に
換
算
す
る
と
一
六
九
三
年
七
月
五
日
に
な
る
︒
こ

の
換
算
に
は
鄭
鶴
声
編
﹃
近
世
中
西
史
日
対
照
表
﹄︵
初
版
:
一
九
三
六
年
︑
再
版
:
北
京
︑
中
華
書
局
︑
一
九
八
一
年
︶
が
役
に
立
つ
︒
ま
た
︑

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
両
千
年
中
西
暦
転
換
︵https://sinocal.sinica.edu.tw

︶
も
便
利
で
あ
る
︒﹁
初
三
日
﹂
の
﹁
初
﹂
は
陰

暦
の
日
付
の
接
頭
語
で
︑﹁
一
日
﹂
か
ら
﹁
十
日
﹂
ま
で
に
つ
け
︑﹁
十
一
日
﹂
以
下
に
は
用
い
な
い
︒

　
庶
民
が
打
官
司
︑
す
な
わ
ち
官
に
訴
え
を
起
こ
す
場
合
︑
そ
の
居
住
区
の
最
末
端
の
行
政
単
位
で
あ
る
州
・
県
の
長
官
︵
州
県
官
︶
に
訴

状
を
提
出
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
︒
訴
状
を
提
出
し
た
と
し
て
も
必
ず
し
も
受
理
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
︑
判
牘
に
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
こ
の
訴
状
は
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
︒
一
般
に
殺
人
が
ら
み
の
訴
状
は
州
県
官
に
と
っ
て
は
万
一
の
こ
と
を
懼
れ
る
た
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康熙年間の吉安府
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め
に
退
け
難
い
傾
向
に
あ
っ
た
︒
さ
ら
に
州
県
官
は
上
司
で
あ
る
知
府
に
報
告
し
︑
そ
の
覆
審
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒
こ
う
し
た

一
連
の
訴
訟
手
続
き
に
関
し
て
は
︑
寺
田
浩
明
﹃
中
国
法
制
史
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
八
年
︶
一
四
三
~
一
五
一
頁
に
簡
潔
な
解
説

が
あ
る
︒

　
吉
水
県
が
関
係
者
を
府
に
押
送
し
て
い
る
こ
と
か
ら
馬
成
吉
が
訴
状
を
提
出
し
た
の
は
吉
水
県
で
あ
り
︑
従
っ
て
訴
訟
関
係
者
は
み
な

吉
水
県
属
の
民
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
張
官
始
は
廬
陵
県
に
〈
檢
驗
〉︑
す
な
わ
ち
検
屍
を
命
じ
て
い
る
︒
康
熙
時
代
︑
吉
安
府
は
九

県
を
擁
し
︑
吉
水
県
は
廬
陵
県
と
と
も
に
吉
安
府
に
属
す
る
隣
県
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︵
9
︶︒
事
件
の
公
正
な
捜
査
を
は
か
る
場

合
︑
知
府
は
し
ば
し
ば
隣
県
に
捜
査
協
力
を
命
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
︒
知
府
の
官
署
が
廬
陵
県
城
内
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
︑
そ
の
任
が

廬
陵
県
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
ち
な
み
に
乾
隆
﹃
吉
安
府
志
﹄
巻
二
〇
︑
職
官
志
︑
県
職
官
表
か
ら
当
時
の
廬
陵
県
知
県
は
蕭
雲

起
な
い
し
そ
の
後
任
の
劉
孟
易
︑
吉
水
県
知
県
は
楊よ

う

嶠き
ょ
うで
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　
張
官
始
は
吉
水
県
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
関
係
者
を
直
接
尋
問
し
た
︒〈
歬
來
〉
は
公
文
書
特
有
の
用
語
で
︑
同
等
あ
る
い
は
下
級
機
関
か

ら
の
文
書
な
ど
が
自
分
の
所
に
届
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
︒
尋
問
の
結
果
︑
張
官
始
は
馬
成
吉
に
対
し
て
本
来
な
ら
ば
誣
告
反
坐
に
す
べ

き
も
︑
情
状
を
酌
量
し
て
免
罪
に
す
る
裁
定
を
下
し
た
︒〈
本
應
坐
誣
、
但
…
…
〉
は
﹁
本
来
な
ら
ば
当
然
誣
告
罪
に
問
う
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
る
が
︑
︙
︙
﹂
と
い
う
際
の
常
套
句
︒

　
張
官
始
は
被
告
陳
鼎
六
に
対
し
て
は
﹁
手
足
毆
人
內
損
吐
血
者
律
﹂
に
よ
っ
て
﹁
薄
杖
﹂
に
処
罪
す
る
だ
け
で
は
死
者
が
安
ら
か
に
死

に
き
れ
な
い
と
し
て
﹁
威
逼
之
律
﹂
に
﹁
比
擬
﹂
し
︑
杖
刑
に
加
え
て
追
徴
金
を
科
し
︑
そ
れ
を
馬
貞
士
の
弔
い
費
用
に
充
て
る
こ
と
を

は
か
っ
た
︒
こ
れ
に
つ
い
て
は
若
干
説
明
を
要
す
る
︒〈
手
足
毆
人
內
損
吐
血
者
律
〉
と
は
清
律
に
あ
る
﹁
も
し
︹
人
を
暴
行
し
て
︺
血
が

耳
・
目
の
中
か
ら
出
た
︑
ま
た
は
体
内
で
︹
そ
の
臓
腑
を
︺
損
傷
し
て
血
を
吐
か
せ
た
な
ら
ば
︑
杖
八
十
﹂︵
10
︶
の
こ
と
で
あ
る
︒〈
威
逼
之

律
〉
と
は
威
逼
人
致
死
律
で
︑
前
述
の
よ
う
に
相
手
に
対
す
る
威
逼
行
為
が
何
ら
か
影
響
し
て
自
殺
に
追
い
込
ん
だ
こ
と
に
対
す
る
罪
を

定
め
て
い
る
︒
た
だ
︑
こ
こ
で
は
自
殺
で
は
な
い
が
﹁
比
擬
﹂
し
て
処
罪
し
て
い
る
︒〈
比
擬
〉
は
一
般
に
﹁
比
附
﹂
と
い
い
︑
処
罰
に
際
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し
律
や
条
例
に
該
当
す
る
条
文
が
な
い
場
合
︑
そ
れ
に
近
い
条
文
を
参
照
し
て
適
用
す
る
こ
と
を
い
う
︒〈
薄
杖
〉
と
は
﹁
杖
刑
の
よ
う
な

軽
微
な
刑
罰
﹂
と
い
っ
た
意
味
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
︑
こ
こ
で
は
﹁
杖
八
十
﹂
が
こ
れ
に
相
当
す
る
︒〈
擬
〉
と
は
﹁
は
か
る
﹂
の

意
味
で
︑﹁
擬
罪
﹂﹁
擬
律
﹂
と
い
っ
た
場
合
︑
自
分
の
裁
定
の
可
否
を
上
司
に
諮
る
表
現
と
な
る
︒〈
滿
杖
〉
と
は
杖
刑
の
中
で
最
も
重
い

﹁
杖
一
百
﹂
を
示
す
︒

　
義
兄
の
蕭
士
弘
は
若
い
馬
成
吉
に
訴
訟
を
教
唆
し
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
︒
清
律
に
は
﹁
お
よ
そ
訴
訟
を
教
唆
し
て
︑
ま
た
は

人
の
た
め
に
訴
状
を
作
り
罪
状
を
増
減
し
て
人
を
誣
告
し
た
な
ら
ば
︑
犯
人
と
同
罪
﹂︵

11
︶
と
あ
る
︒
専
門
家
が
本
人
に
代
わ
っ
て
訴
状

を
代
理
作
成
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
た
が
︑
金
銭
目
的
で
当
人
に
訴
え
る
こ
と
を
唆
し
︑
嘘
を
並
び
立
て
る
訟
師
は
裁
判
を
混
乱
さ

せ
る
た
め
規
制
す
る
必
要
が
あ
っ
た
︵
12
︶︒

　〈
出
闈
抵
署
〉
は
︑
官
僚
が
科
挙
の
試
験
業
務
を
終
え
て
そ
の
会
場
で
あ
る
闈
︵
貢
院
︶
か
ら
自
分
の
官
署
に
戻
る
こ
と
を
意
味
す
る
︒
科

挙
に
携
わ
る
こ
と
も
知
県
の
任
務
の
一
つ
だ
っ
た
︒
こ
こ
で
は
吉
水
県
の
知
県
が
科
挙
業
務
の
た
め
一
定
期
間
官
署
に
不
在
だ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
︒
こ
の
科
挙
が
康
熙
三
十
二
年
に
実
施
さ
れ
た
郷
試
で
あ
れ
ば
︑
こ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
も
こ
の
年
に
特
定
さ
れ
る
︒

〈
招
〉
と
は
白
状
す
る
こ
と
︑〈
成
招
〉
は
招
状
︵
自
供
書
︶
を
作
成
す
る
こ
と
を
い
う
︒〈
招
解
〉
は
招
状
を
容
疑
者
と
と
も
に
上
級
官
庁

に
届
け
る
こ
と
を
い
う
︒

現
代
語
訳

　
馬
成
吉
が
そ
の
父
親
を
殴
り
殺
し
た
と
し
て
陳
鼎
六
を
訴
え
た
件
︒
事
の
起
こ
り
は
以
下
の
と
お
り
で
す
︒

　
馬
貞
士
は
陳
鼎
六
と
田
が
接
し
て
い
ま
し
た
︒
去
年
六
月
三
日
︑
馬
貞
士
は
陳
鼎
六
の
田
内
の
水
を
自
分
の
稲
田
に
引
き
入
れ
ま
し
た
︒

そ
の
た
め
二
人
は
偶
々
出
く
わ
し
た
時
に
喧
嘩
に
な
り
ま
し
た
︒
場
に
居
合
わ
せ
た
隣
人
の
劉
斐
遠
と
王
良
貞
は
仲
裁
に
赴
き
︑
陳
鼎
六

が
馬
貞
士
に
︹
顔
を
︺
平
手
で
一
発
︑
右
肩
を
拳
で
一
度
殴
り
ま
し
た
が
︑
す
ぐ
に
解
散
す
る
の
を
目
撃
し
ま
し
た
︒
馬
貞
士
は
家
に
帰
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る
と
下
血
痢
と
な
り
︑
七
月
五
日
に
死
に
ま
し
た
︒
六
日
に
埋
葬
し
ま
し
た
が
︑
十
八
日
に
な
っ
て
馬
成
吉
は
突
然
﹁
父
親
を
殴
り
殺
し

た
﹂
と
し
て
陳
鼎
六
を
吉
水
県
に
訴
え
ま
し
た
︒
そ
も
そ
も
父
を
殺
し
た
者
は
不
倶
戴
天
の
仇
で
す
︒
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
〇
日
以
上
経
っ

て
初
め
て
訴
え
る
と
は
︑
ど
う
い
う
つ
も
り
な
の
で
し
ょ
う
か
︒
廬
陵
県
に
検
屍
を
委
ね
る
と
︑
馬
成
吉
は
ま
た
﹁
死
体
は
跡
形
な
く
消

え
ま
し
た
﹂
と
し
て
言
い
訳
し
ま
し
た
︒
種
種
の
怪
し
い
訴
え
に
は
︑
そ
れ
を
教
唆
す
る
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
︒

　
い
ま
吉
水
県
か
ら
関
係
者
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
の
で
︑
そ
れ
が
し
が
逐
一
尋
問
い
た
し
ま
し
た
︒
馬
成
吉
は
狡
猾
に
言
葉
を
ご
ま
か

し
ま
し
た
が
︑
証
人
た
ち
の
す
で
に
行
っ
た
供
述
は
間
違
い
な
い
も
の
で
し
た
︒
馬
成
吉
は
本
来
な
ら
誣
告
反
坐
に
擬
す
べ
き
で
す
が
︑
調

べ
て
み
る
と
当
時
年
は
わ
ず
か
に
一
五
歳
で
し
た
︒
ま
し
て
や
父
親
が
殴
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
︑
情
と
し
て
寛
恕
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま

す
︒
異
郷
で
身
寄
り
を
な
く
し
た
子
供
に
対
し
て
は
ひ
と
ま
ず
追
及
を
免
じ
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　
陳
鼎
六
が
強
を
恃
ん
で
凶
暴
に
ふ
る
ま
っ
た
結
果
︑
馬
貞
士
は
気
が
塞
ぎ
下
血
症
に
な
っ
て
死
ん
だ
の
で
す
︒
多
く
の
供
述
は
す
べ
て

一
致
し
て
お
り
︑
状
況
は
悲
惨
で
す
︒
手
足
殴
人
内
損
吐
血
者
律
に
照
ら
し
て
陳
鼎
六
を
杖
刑
に
擬
す
だ
け
で
は
︑
死
者
は
死
ん
で
も
死

に
き
れ
な
い
で
し
ょ
う
︒
そ
こ
で
威
逼
人
致
死
律
に
比
附
し
︑
満
杖
の
上
︑
銀
を
追
徴
し
て
馬
貞
士
の
弔
い
費
用
と
す
れ
ば
︑
情
と
法
と

が
と
も
に
釣
り
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　
陳
鼎
七
も
馬
貞
士
を
殴
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
︑
彼
は
現
場
に
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
蕭
士
弘
が
教
唆
し
た
こ
と
に
原
因
が
な
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
馬
貞
士
は
事
実
殴
ら
れ
た
後
で
病
を
得
て
死
に
ま
し
た
︒
訴
え
を
教
唆
し
た
心
情
は
舅
と
婿
の
関
係
か
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
り
︑
そ
れ
も
ま
た
寛
恕
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
法
の
適
用
を
免
じ
た
い
と
思
い
ま
す
︒
陳
緒
章
は
巻
き
添
え
を
く
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
︑
ま
さ
に
春
の
耕
作
が
始
ま
る
時
期
で
も
あ
り
︑
釈
放
を
優
先
す
べ
き
で
す
︒

　
吉
水
県
知
県
に
対
し
て
は
︑
昨
年
八
月
二
十
四
日
に
試
験
業
務
を
終
え
て
出
署
し
た
の
で
重
ね
て
調
査
を
催
し
ま
し
た
︒
十
二
月
十
一

日
に
な
っ
て
初
め
て
返
事
が
府
に
届
き
ま
し
た
が
︑
自
供
書
を
作
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
︑
す
ぐ
さ
ま
し
っ
か
り
調
べ
て
関
係
者
を
押
送

す
る
よ
う
厳
し
く
返
答
し
ま
し
た
︒
本
年
一
月
二
十
八
日
に
な
っ
て
関
係
者
一
同
を
送
り
届
け
て
き
ま
し
た
が
︑
点
呼
す
る
と
蕭
士
弘
が
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い
な
か
っ
た
の
で
︑
蕭
士
弘
を
連
行
す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
︒
二
月
三
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
蕭
士
弘
が
来
ま
し
た
︒
上
憲
の
命
を
受
け

て
調
査
し
ま
し
た
が
︑
県
が
遅
延
し
た
わ
け
を
併
せ
て
申
し
述
べ
ま
す
︒

こ
の
史
料
が
語
る
も
の

　
事
件
の
発
端
は
吉
水
県
の
農
民
馬
貞
士
が
田
を
接
す
る
陳
鼎
六
と
の
水
利
ト
ラ
ブ
ル
で
喧
嘩
と
な
り
︑
陳
鼎
六
に
殴
ら
れ
た
こ
と
に
あ

る
︒
馬
貞
士
が
陳
鼎
六
に
殴
ら
れ
た
こ
と
と
そ
の
後
に
下
血
が
元
で
死
ん
だ
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
事
実
で
あ
る
が
︑
両
者
に
直
接
の
因
果
関

係
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
︒
馬
貞
士
も
そ
の
自
覚
が
あ
っ
た
た
め
︑
い
っ
た
ん
は
遺
体
を
埋
葬
す
る
も
︑
姉
婿
で
あ
る
蕭
士
弘
の
教
唆
も

あ
っ
て
一
二
日
経
っ
て
そ
の
件
を
殺
人
で
訴
え
た
︒

　
馬
貞
士
の
行
動
は
﹁
父
が
陳
鼎
六
に
殺
さ
れ
た
﹂
と
い
う
強
い
意
識
が
な
い
ま
ま
陳
鼎
六
を
殺
人
で
訴
え
た
か
ら
に
は
誣
告
で
あ
る
と

見
ら
れ
︑
そ
れ
ゆ
え
本
来
で
あ
れ
ば
反
坐
で
︑
ま
た
蕭
士
弘
も
誣
告
教
唆
で
そ
れ
ぞ
れ
処
罪
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い

る
︒
と
こ
ろ
が
︑
結
果
と
し
て
馬
貞
士
は
免
罪
に
な
っ
て
い
る
︒
誣
告
反
坐
の
原
則
が
な
ぜ
免
罪
に
な
る
の
か
︒
張
官
始
は
︑
そ
の
理
由

に
①
原
告
が
若
年
で
あ
っ
た
こ
と
︑
②
父
親
が
殴
ら
れ
た
こ
と
︑
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
︒
ま
た
蕭
士
弘
を
免
擬
す
る
理
由
と
し
て
①
馬

貞
士
が
殴
ら
れ
た
後
で
病
に
罹
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
点
︑
②
女
婿
の
舅
を
思
う
心
情
︑
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
︒

　
他
方
︑
被
告
の
陳
鼎
六
に
対
し
て
は
殴
打
が
直
接
の
死
因
で
な
い
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
︑﹁
強
を
恃
ん
で
兇
を
逞
に
し
た
﹂
こ
と
が

﹁
貞
士
の
欝
抑
し
痾
血
の
症
に
染
ま
り
て
身
亡
ぶ
﹂
結
果
を
招
い
た
点
を
重
視
し
︑
本
来
は
自
殺
に
適
用
さ
れ
る
威
逼
人
致
死
律
に
比
附
し

て
擬
律
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
︒

　
こ
の
判
牘
で
は
馬
貞
士
の
病
死
が
陳
鼎
六
と
の
喧
嘩
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
明
ら
か
な
証
拠
が
な
い
も

の
の
︑
張
官
始
の
目
に
は
少
な
か
ら
ざ
る
関
係
が
あ
る
も
の
と
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
結
果
︑
遺
さ
れ
た
子
の
馬
成
吉
の
若
さ
︑
さ
ら
に

父
親
を
亡
く
し
た
心
情
が
考
慮
さ
れ
︑﹁
打
死
父
命
﹂
で
訴
え
た
こ
と
は
誣
告
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
︑
教
唆
に
与
っ
た
蕭
士
弘
を
含
め
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て
処
罰
を
免
じ
て
い
る
︒
反
対
に
被
告
の
陳
鼎
六
に
対
し
て
は
﹁
手
足
殴
人
内
損
吐
血
者
律
﹂
に
よ
っ
て
﹁
薄
杖
﹂
を
科
す
だ
け
で
は
不

十
分
で
︑
威
逼
人
致
死
律
を
援
用
す
る
こ
と
で
埋
葬
金
の
支
給
を
伴
う
措
置
を
講
じ
て
い
る
︒
張
官
始
は
こ
の
処
断
を
﹁
情
法
兩
平
﹂
と

し
︑
彼
の
中
で
は
情
と
法
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
く
取
れ
た
も
の
と
見
て
い
る
︒

　
　
　
史
料
III
『
守
邦
近
略
』
第
二
集
「
打
死
父
命
等
事
」

　
　
鄒
一
清
が
彭
日
昇
に
自
分
の
父
親
を
殺
さ
れ
た
と
し
て
訴
え
た
件
　
　

標
点
文

看
得
。
鄒
一
淸
・
彭
日
昇
兩
造
搆
訟
、
懸
案
久
結
、
越
今
三
載
矣
。
緣
。
一
淸
之
父
鄒
臺
行
與
彭
日
昇
俱
開
行
舖
、
素
無
仇
隙
、
偶
因
爭

售
貨
物
、
兩
相
妬
忌
。
于
三
十
年
十
一
⺼
二
十
八
日
、
街
市
相
逢
、
彼
此
角
口
。
臺
行
年
踰
芲
甲
、
于
墟
市
人
衆
之
處
、
爲
少
年
所
辱
、
氣

氛
不
平
、
卽
趨
日
昇
之
家
、
愬
伊
父
彭
元
祉
。
回
至
羅
漢
寺
歬
、
昏
仆
于
地
。
元
祉
適
過
、
扶
歸
、
遂
呼
一
淸
兄
弟
、
同
延
醫
僧
瑞
雪
、
調

治
不
效
而
死
。
伊
男
一
淸
卽
以
打
死
父
命
具
控
該
縣
。
鞠
審
之
際
、
屍
妻
鄒
阿
尹
投
遞
息
詞
、
縣
擬
日
昇
滿
杖
、
斷
追
埋
葬
具
領
。
而
一

淸
復
控
歬
署
府
、
當
經
發
縣
、
不
異
初
詳
、
批
允
在
案
。
突
于
本
年
三
⺼
閒
、
一
淸
又
奔
控
歬
署
憲
、
蒙
批
查
報
。
卑
府
思
此
命
案
年
久

復
瀆
、
不
檢
不
朙
、
隨
發
萬
安
縣
就
近
檢
驗
。
據
仵
作
甘
結
、
檢
得
有
傷
而
非
致
命
。
隨
將
各
犯
證
逐
一
硏
審
。
據
原
吿
干
證
劉
俊
生
・

劉
仲
行
俱
供
、
竝
未
見
毆
。
而
屍
妻
所
遞
息
詞
、
訊
係
一
淸
族
人
鄒
永
年
所
寫
、
自
供
不
諱
。
幷
據
醫
僧
瑞
雪
供
稱
、
彼
時
一
灝
同
來
請

僧
醫
治
。
徃
看
之
時
、
惟
見
臺
行
氣
喘
喉
閒
、
咯
咯
有
聲
。
用
下
氣
化
痰
之
藥
、
等
語
。
卑
府
再
四
硏
究
、
雖
傷
非
致
命
、
見
毆
無
證
、
用

藥
有
人
、
然
臺
行
屍
傷
從
何
而
有
。
刑
訊
日
昇
、
雖
堅
供
不
認
、
然
而
屍
傷
現
據
。
將
奚
辭
以
自
解
免
耶
。
彭
日
昇
合
依
初
無
害
人
之
意

而
偶
致
殺
傷
人
者
、
准
鬪
毆
殺
傷
人
罪
、
依
律
收
贖
、
給
付
一
淸
以
爲
營
葬
。
餘
係
無
辜
、
其
鄒
子
梁
・
鄒
日
新
審
係
竝
不
知
情
、
俱
以

老
病
哀
籲
免
解
、
應
先
摘
釋
。
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訓
読
文

看
し
得
た
り
。
鄒
一
淸
・
彭
日
昇
の
兩
造
搆
訟
す
る
も
、
懸
案
久
し
く
結
し
、
今
を
越
ゆ
る
こ
と
三
載
な
り
。
緣
。
一
淸
の
父
鄒
臺
行
と

彭
日
昇
と
は
、
俱
に
行
舖
を
開
き
、
素
よ
り
仇
隙
無
き
も
、
偶
々
貨
物
を
爭
售
す
る
に
因
り
て
兩
相
ひ
妬
忌
す
。
三
十
年
十
一
⺼
二
十
八

日
に
お
い
て
街
市
に
相
ひ
逢
ひ
、
彼
此
角
口
す
。
臺
行
は
年
芲
甲
を
踰こ

へ
、
墟
市
人
衆あ
ま

た
の
處
に
て
、
少
年
の
辱
し
む
る
所
と
爲
り
、
氣

氛
平
ら
か
な
ら
ず
、
卽た

だ

ち
に
日
昇
の
家
に
趨お
も
むき
、
伊
の
父
彭
元
祉
に
愬う
っ
たふ
。
回か
へ

ら
む
と
し
て
羅
漢
寺
歬
に
至
り
、
地
に
昏
仆
す
。
元
祉
適
々

過よ

ぎ
り
、
扶
歸
し
て
、
遂た
だ

ち
に
一
淸
兄
弟
を
呼
び
、
同
じ
く
醫
僧
瑞
雪
を
延よ

ぶ
も
、
調
治
效
な
ら
ず
し
て
死
す
。
伊
の
男
一
淸
は
卽
ち
に

打
死
父
命
を
以
て
該
縣
に
具
控
す
。
鞠
審
の
際
、
屍
妻
鄒
阿
尹
、
息
詞
を
投
遞
す
る
に
、
縣
は
日
昇
を
滿
杖
に
擬
し
埋
葬
を
斷
追
し
て
具

領
せ
し
む
。
而
る
に
一
淸
復
た
歬
署
府
に
控
へ
、
當
經
縣
に
發
す
る
も
初
詳
と
異
な
ら
ず
、
批
允
す
る
こ
と
案
に
在
り
。
突に

は
かに
本
年
三
⺼

の
閒
、
一
淸
又
た
歬
署
憲
に
奔
控
し
、
批
を
蒙
り
て
查
報
す
。
卑
府
、
此
の
命
案
年
久
し
き
も
復
た
瀆わ

づ
らは
さ
れ
、
檢
せ
ざ
れ
ば
朙
ら
か
な

ら
ず
と
思
ひ
、
隨
い
で
萬
安
縣
に
發
し
て
就
近
檢
驗
せ
し
む
。
仵
作
の
甘
結
に
據
れ
ば
、
檢
得
せ
ら
く
、
傷
有
る
も
致
命
に
非
ず
、
と
。
隨

い
で
各
犯
證
を
將
て
逐
一
硏
審
す
。
原
吿
の
干
證
劉
俊
生
・
劉
仲
行
俱
に
供
す
る
に
據
れ
ば
、
竝
び
未
だ
毆
を
見
ず
、
と
。
而
し
て
屍
妻

の
遞
す
る
所
の
息
詞
は
、
訊た

づ

ぬ
る
に
一
淸
の
族
人
鄒
永
年
の
寫か

く
所
に
係
る
こ
と
、
自
ら
供
し
て
諱か
く

さ
ず
。
幷
び
に
醫
僧
瑞
雪
の
供
を
據

け
て
稱
す
ら
く
、
彼
の
時
一い

っ
こ
う灝
同
じ
く
來
り
て
僧
の
醫
治
を
請
ふ
。
徃
看
の
時
、
惟
だ
臺
行
喉
閒
に
氣
喘
し
咯
咯
と
聲
有
る
を
見
る
の
み
。

下
氣
化
痰
の
藥
を
用
ゐ
る
、
等
の
語
あ
り
。
卑
府
再
四
硏
究
す
る
に
、
傷
は
致
命
に
非
ず
、
毆
を
見
る
こ
と
證
無
く
、
藥
を
用
ゐ
る
に
人

有
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
臺
行
の
屍
傷
は
何
に
從
り
て
有
る
や
。
日
昇
を
刑
訊
し
、
堅
く
供
し
て
認
め
ざ
る
と
雖
も
、
然
る
に
屍
傷
は
現

據
す
。
將は

た
奚
ん
ぞ
辭
す
る
に
自
ら
解
免
を
以
て
せ
ん
や
。
彭
日
昇
は
合
に
初
め
よ
り
人
を
害
す
る
の
意
無
く
し
て
偶
々
人
を
殺
傷
す
る

こ
と
を
致
す
者
は
人
を
鬪
毆
殺
傷
す
る
の
罪
に
准
じ
律
に
依
り
て
收
贖
す
る
に
依
り
、
一
淸
に
給
付
し
て
以
て
營
葬
と
爲
さ
し
め
ん
。
餘

は
無
辜
に
係
る
。
其
れ
鄒
子
梁
・
鄒
日
新
は
審
べ
て
竝
び
情
を
知
ら
ざ
る
に
係
り
、
俱
に
老
病
を
以
て
免
解
を
哀
籲
す
る
に
、
應
に
摘
釋

を
先
に
す
べ
し
。
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演
習
に
臨
ん
で

　〈
兩
造
〉
は
﹃
六
部
成
語
註
解
﹄
刑
部
成
語
︵
13
︶
に
は
﹁
原
被
告
両
辺
の
人
な
り
﹂
と
あ
り
︑
原
告
・
被
告
の
両
当
事
者
を
指
す
︒〈
搆

訟
〉
は
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
︒〈
懸
案
〉
は
本
来
未
解
決
の
事
件
を
い
う
︒

　〈
三
十
年
十
一
⺼
二
十
八
日
〉
の
﹁
三
十
年
﹂
は
﹁
康
熙
三
十
年
﹂
で
あ
り
︑
西
暦
で
は
通
常
﹁
一
六
九
一
年
﹂
で
あ
る
が
︑
十
一
月
二

十
八
日
は
陽
暦
で
は
翌
年
の
一
月
十
五
日
に
な
る
の
で
注
意
を
要
す
る
︒〈
花
甲
〉
は
﹁
華
甲
﹂
に
同
じ
︒﹁
華
﹂
の
字
が
六
つ
の
十
と
一

か
ら
な
る
こ
と
か
ら
数
え
年
で
六
十
一
歳
を
い
う
︒﹁
甲
﹂
は
干
支
の
最
初
で
あ
り
︑
還
暦
を
意
味
す
る
︒〈
少
年
〉
は
文
字
通
り
﹁
年
少

者
﹂︑
こ
の
場
合
︑
鄒
一
清
よ
り
も
は
る
か
に
若
い
彭
日
昇
を
指
す
︒〈
羅
漢
寺
〉
は
光
緒
﹃
吉
安
府
志
﹄
巻
一
〇
︑
建
置
志
︑
龍
泉
県
廟

記
附
寺
観
に
そ
の
名
が
あ
り
︑
宋
代
の
建
立
に
よ
る
も
咸
豊
六
年
︵
一
八
五
六
︶
に
太
平
天
国
軍
の
侵
攻
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
と
あ
る
︒〈
男
〉

は
息
子
の
意
︒〈
縣
〉
と
は
こ
の
場
合
羅
漢
寺
が
あ
る
龍
泉
県
を
指
す
︒〈
適
過
〉
は
﹁
偶
然
通
り
過
ぎ
た
﹂
の
意
で
あ
ろ
う
が
︑
彭
元
祉

は
鄒
台
行
と
あ
っ
た
後
︑
な
ぜ
羅
漢
寺
付
近
に
行
っ
た
の
か
は
不
明
︒

　〈
鄒
阿
尹
〉
は
鄒
姓
に
嫁
い
だ
尹
氏
の
意
︒〈
息
詞
〉
は
訴
訟
を
取
り
下
げ
る
こ
と
︒〈
斷
追
埋
葬
〉
は
処
断
し
て
埋
葬
金
を
追
徴
す
る
こ

と
︒
そ
れ
を
鄒
一
清
に
﹁
具
領
﹂
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
︒
張
官
始
の
前
任
者
は
康
熙
二
十
七
年
に
就
任
し
た
羅
京
︒〈
歬
署
府
〉
の
﹁
署
﹂

は
職
務
を
代
行
す
る
こ
と
を
い
う
︒
張
官
始
が
就
任
す
る
ま
で
吉
安
府
知
府
を
代
行
し
た
人
物
と
見
ら
れ
る
が
︑
名
は
特
定
で
き
な
い
︒

〈
當
經
～
在
案
〉
は
当
時
す
で
に
処
理
済
み
で
あ
る
こ
と
を
示
す
文
書
の
定
型
句
︒﹁
在
案
﹂
は
そ
の
記
録
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意

味
︒〈
本
年
〉
は
康
熙
三
十
二
年
で
あ
ろ
う
︒〈
歬
署
憲
〉
の
﹁
憲
﹂
は
上
官
の
意
︒
こ
こ
で
は
司
法
を
扱
う
た
め
按
察
使
が
そ
れ
に
相
当

す
る
︒

　
省
級
官
僚
の
在
職
期
間
を
調
べ
る
時
に
は
︑
銭
実
甫
編
﹃
清
代
職
官
年
表
﹄︵
北
京
︑
中
華
書
局
︑
一
九
八
〇
年
︶
が
役
立
つ
︒
ま
た
︑
中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
清
代
職
官
資
料
庫
︵https://new

archive.ihp.sinica.edu.tw
/offi

cerc/offi
cerkm

2

︶
も
便
利
で
あ
る
︒
こ
れ
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誣告殺人が赦される時

に
よ
れ
ば
︑
張
奇
抱
が
康
熙
三
十
一
年
六
月
二
十
日
に
︑
王
道
熙
が
康
熙
三
十
二
年
三
月
十
九
日
に
そ
れ
ぞ
れ
江
西
按
察
使
に
就
任
し
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
張
奇
抱
が
離
任
し
︑
王
道
熙
が
就
任
す
る
間
に
代
行
を
務
め
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
上
司
に
再
調
査
の
命
を
受

け
た
張
官
始
は
隣
の
万
安
県
に
捜
査
を
委
ね
た
︒

　〈
仵
作
〉
は
検
屍
を
行
う
下
役
人
︒﹃
六
部
成
語
註
解
﹄
刑
部
成
語
に
は
﹁
験
屍
の
男
役
な
り
﹂
と
あ
る
︒
女
屍
の
場
合
は
︑
穏
婆
と
い

う
助
産
婦
を
帯
同
し
た
︒〈
甘
結
〉
は
誓
約
に
虚
偽
が
あ
れ
ば
甘
ん
じ
て
罰
を
受
け
る
と
い
う
意
味
の
官
に
差
し
出
す
保
証
書
の
こ
と
で
︑

こ
れ
も
﹃
六
部
成
語
註
解
﹄
吏
部
成
語
に
説
明
が
あ
る
︒〈
犯
證
〉
は
犯
人
と
証
人
の
総
称
︒
こ
こ
で
い
う
﹁
犯
人
﹂
と
は
﹁
容
疑
を
か
け

ら
れ
て
い
る
者
﹂
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒〈
自
供
不
諱
〉
は
﹁
洗
い
ざ
ら
い
隠
し
立
て
な
く
自
供
す
る
﹂
を
意
味
す
る
慣
用
句
︒〈
據

供
稱
～
等
語
〉
は
審
問
の
状
況
を
引
用
す
る
時
の
文
書
表
現
で
︑﹁
等
語
﹂
の
前
ま
で
が
そ
の
範
囲
︒〈
一
灝
〉
は
﹁
一
淸
兄
弟
﹂
と
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
鄭
一
清
の
弟
と
思
わ
れ
る
︒〈
刑
訊
〉
は
拷
問
を
意
味
す
る
︒〈
解
免
〉
は
﹁
言
い
逃
れ
る
こ
と
﹂︒〈
初
無
害
人
之
意
而
偶
致

殺
傷
人
者
、
准
鬪
毆
殺
傷
人
罪
、
依
律
收
贖
〉
に
つ
い
て
は
清
律
に
誤
殺
や
過
失
殺
に
対
す
る
戯
殺
誤
殺
過
失
殺
傷
人
律
が
あ
り
︑
そ
の

小
註
に
﹁
お
よ
そ
初
め
か
ら
人
を
害
す
る
意
図
が
な
く
︑
た
ま
た
ま
人
を
殺
傷
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
︑
み
な
人
を
闘
殴
殺
傷
し
た
罪
に

準
じ
て
︑
律
に
依
っ
て
収
贖
し
︑
殺
傷
さ
れ
た
者
の
家
に
給
付
し
て
︑
葬
儀
や
医
薬
の
費
用
と
す
る
﹂︵
14
︶
と
あ
る
︒﹁
准
~
罪
﹂
と
は
別

の
罪
の
量
刑
の
基
準
だ
け
を
借
り
て
適
用
す
る
こ
と
を
い
う
︒﹁
准
﹂
は
律
文
に
用
い
る
基
本
的
な
八
つ
の
助
辞
︵
八
字
︶
の
一
つ
︒

現
代
語
訳

　
鄒
一
清
・
彭
日
昇
の
二
人
が
訴
訟
を
起
こ
す
も
落
着
し
て
足
掛
け
三
年
が
経
っ
て
い
ま
す
︒
事
の
起
こ
り
は
次
の
通
り
で
す
︒

　
鄒
一
清
の
父
親
台
行
と
彭
日
昇
は
と
も
に
店
舗
を
営
み
︑
本
来
不
仲
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
︑
た
ま
た
ま
商
品
の
販
売
競
争
で
互
い
に

妬
み
心
を
抱
き
ま
し
た
︒
康
熙
三
十
年
十
一
月
二
十
八
日
︑
街
で
出
く
わ
し
た
二
人
は
口
論
と
な
り
ま
し
た
︒
鄒
台
行
は
還
暦
を
過
ぎ
︑
市

場
の
人
が
多
い
所
で
若
い
彭
日
昇
に
辱
め
ら
れ
た
た
め
︑
心
中
穏
や
か
な
ら
ず
︑
す
ぐ
さ
ま
彭
日
昇
の
家
に
赴
き
︑
父
親
の
彭
元
祉
に
訴
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え
ま
し
た
︒
そ
し
て
帰
り
際
︑
羅
漢
寺
の
前
ま
で
来
る
と
︑
地
に
倒
れ
ま
し
た
︒

　
彭
元
祉
は
た
ま
た
ま
通
り
過
ぎ
︑
鄒
台
行
を
扶
け
起
こ
し
て
家
に
戻
る
と
︑
た
だ
ち
に
彭
一
清
兄
弟
に
連
絡
し
︑
同
時
に
医
僧
の
瑞
雪

を
呼
ぶ
も
︑
治
療
の
効
な
く
鄒
台
行
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
︒
そ
こ
で
息
子
の
鄒
一
清
は
彭
日
昇
が
父
親
を
殴
り
殺
し
た
と
し
て
当
該

の
県
に
た
だ
ち
に
訴
え
ま
し
た
︒
審
問
の
際
︑
鄒
台
行
の
妻
鄒
阿
尹
が
訴
訟
の
取
り
下
げ
を
申
し
出
て
き
ま
し
た
の
で
︑
県
は
彭
日
昇
を

満
杖
の
罪
を
適
用
し
埋
葬
金
を
追
徴
し
て
遺
族
に
受
領
さ
せ
ま
し
た
︒
鄒
一
清
は
ま
た
前
署
府
に
訴
え
ま
し
た
の
で
︑
た
だ
ち
に
県
に
発

令
し
ま
し
た
︒
た
だ
最
初
の
報
告
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
た
め
︑
そ
の
裁
定
を
認
め
て
お
り
ま
し
た
︒

　
と
こ
ろ
が
突
然
本
年
三
月
の
間
に
鄒
一
清
は
再
び
前
署
憲
に
訴
え
出
ま
し
た
の
で
︑
指
示
を
受
け
調
査
報
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

そ
れ
が
し
は
こ
の
殺
人
案
件
が
か
な
り
時
間
を
経
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
ま
た
訴
え
て
き
た
の
で
︑
調
査
し
な
い
と
事
実
が
明
ら
か

に
な
ら
な
い
と
思
い
︑
併
せ
て
万
安
県
に
対
し
て
近
く
で
検
屍
す
る
よ
う
発
令
し
ま
し
た
︒
検
屍
役
人
の
誓
約
書
に
よ
れ
ば
︑
遺
体
に
傷

が
あ
る
が
︑
致
命
傷
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
︒
そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
を
逐
一
審
問
し
ま
し
た
︒
原
告
側
の
証
人
で
あ
る
劉
俊

生
・
劉
仲
行
が
と
も
に
鄒
台
行
は
殴
ら
れ
て
い
な
い
と
供
述
し
て
い
ま
す
︒
し
か
も
鄒
台
行
の
妻
の
提
出
し
た
訴
訟
取
り
下
げ
状
は
鄒
一

清
の
族
人
鄒
永
年
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
隠
す
こ
と
な
く
自
供
し
て
い
ま
す
︒
併
せ
て
医
僧
瑞
雪
の
供
述
に
よ
れ
ば
︑
そ
の
時
︑
鄭

一
灝
も
一
緒
に
来
て
自
分
の
治
療
を
求
め
た
の
で
︑
見
に
い
く
と
︑
鄒
台
行
は
ひ
た
す
ら
喘
ぎ
︑
ゴ
ホ
ゴ
ホ
咳
を
し
て
い
た
の
で
︑
気
を

鎮
め
痰
を
取
る
薬
を
用
い
た
︑
と
の
こ
と
で
し
た
︒

　
そ
こ
で
そ
れ
が
し
は
繰
り
返
し
尋
問
し
ま
し
た
︒
傷
は
致
命
傷
で
は
な
く
︑
殴
ら
れ
た
と
い
う
の
も
証
拠
が
な
く
︑
薬
を
与
え
る
者
も

い
た
と
の
こ
と
で
す
︒
し
か
し
︑
そ
れ
で
は
鄒
台
行
の
遺
体
の
傷
は
ど
う
し
て
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
︒
彭
日
昇
を
拷
問
し
て
も
︑
罪
を

認
め
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
遺
体
の
傷
は
現
に
あ
り
︑
み
ず
か
ら
言
い
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
や
︒
彭
日
昇
は
﹁
お
よ

そ
初
め
か
ら
人
を
害
す
る
意
図
が
な
く
︑
た
ま
た
ま
人
を
殺
傷
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
︑
み
な
人
を
闘
殴
殺
傷
し
た
罪
に
准
じ
て
︑
律
に

依
っ
て
収
贖
す
﹂
に
依
り
︑
そ
の
収
贖
金
を
鄒
一
清
に
給
付
し
て
葬
儀
代
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
︒
残
り
の
者
は
無
罪
で
す
︒
鄒
子
梁
と
鄒
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誣告殺人が赦される時

日
新
は
審
べ
た
と
こ
ろ
事
情
を
知
ら
な
い
者
た
ち
で
あ
り
︑
と
も
に
老
病
を
理
由
に
押
送
の
免
除
を
哀
願
し
て
い
ま
す
の
で
︑
ま
ず
釈
放

を
優
先
す
べ
き
と
考
え
ま
す
︒

こ
の
史
料
が
語
る
も
の

　
こ
の
裁
判
は
鄒
一
清
が
商
売
上
の
も
め
ご
と
で
彭
日
昇
に
父
親
が
殺
さ
れ
た
と
し
て
訴
え
た
こ
と
に
対
す
る
処
断
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し

て
い
る
︒
鄒
一
清
は
父
親
が
死
ぬ
直
前
に
彭
日
昇
に
侮
辱
さ
れ
た
の
を
恨
ん
で
冤
罪
を
着
せ
よ
う
と
し
た
︒
し
か
し
︑
母
親
が
す
ぐ
に
訴

え
を
取
り
下
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
︑
鄒
家
に
は
殺
人
で
あ
る
認
識
は
薄
く
︑
従
っ
て
鄒
一
清
の
行
為
は
誣
告
殺
人
に
当
た
る
︒

　
し
か
し
龍
泉
県
は
鄒
一
清
を
咎
め
ず
︑
彭
日
昇
が
鄒
台
行
の
死
に
何
ら
か
の
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
被
告
側
に
杖
一
百
の
上
︑
埋

葬
金
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
で
決
着
を
図
っ
た
︒
こ
れ
は
威
逼
人
致
死
律
に
定
め
る
罪
科
に
相
当
す
る
も
の
で
︑
杖
一
百
の
罪
を
適
用
し
︑
埋

葬
金
を
鄒
家
に
支
払
わ
せ
て
事
態
を
収
拾
し
よ
う
と
し
た
︒
府
も
こ
の
裁
定
を
支
持
し
た
︒
鄒
一
清
は
こ
の
裁
定
に
納
得
せ
ず
︑
な
お
も

府
に
訴
え
た
が
︑
結
論
は
同
じ
だ
っ
た
︒

　
と
こ
ろ
が
︑
鄒
一
清
は
足
掛
け
三
年
た
っ
た
康
熙
三
十
二
年
に
突
然
按
察
使
司
に
上
告
し
た
︒
鄒
一
清
は
彭
日
昇
の
軽
微
な
処
分
と
埋

葬
金
の
額
に
満
足
し
な
か
っ
た
︒
少
な
く
と
も
鄒
一
清
に
と
っ
て
県
の
裁
定
は
承
服
し
か
ね
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

　
改
め
て
再
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
張
官
始
は
︑
鄒
台
行
が
病
死
で
あ
る
と
認
識
す
る
も
︑
遺
体
に
あ
っ
た
傷
が
喧
嘩
の
際
に
生
じ
た
も
の

と
見
て
︑
そ
れ
を
根
拠
に
彭
日
昇
に
対
し
戯
殺
誤
殺
過
失
殺
傷
人
律
を
援
用
し
て
事
態
の
収
拾
を
図
っ
た
︒
戯
殺
誤
殺
過
失
殺
傷
人
律
で

は
過
失
殺
人
の
収
贖
金
は
一
二
両
四
銭
二
分
で
あ
り
︑
威
逼
人
致
死
律
を
当
て
は
め
た
場
合
の
埋
葬
金
一
〇
両
に
比
べ
て
も
二
両
四
銭
二

分
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
︵
15
︶︒
鄒
一
清
は
上
訴
し
た
こ
と
で
結
果
と
し
て
誣
告
の
罪
を
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
︑
さ
ら
に
多
く
の
埋
葬
金

を
得
た
と
い
え
る
︒
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史
料
IV
『
守
邦
近
略
』
第
三
集
「
報
明
地
方
人
命
事
」

　
　
寧
賢
英
が
楊
徳
先
に
自
分
の
叔
母
を
殺
さ
れ
た
と
し
て
訴
え
た
件
　
　

標
点
文

看
得
。
已
死
楊
氏
係
中
寮
寜
君
祥
妻
也
。
緣
。
君
祥
外
出
營
生
。
其
妻
楊
氏
在
家
乏
米
、
于
本
年
四
⺼
十
六
日
徃
高
霄
楊
德
先
家
、
索
取

豬
錢
二
百
文
。
路
隔
二
十
餘
里
。
日
暮
難
歸
、
遂
與
隣
婦
謝
氏
伴
宿
。
次
早
微
朙
、
卽
辭
出
門
。
以
其
家
有
幼
子
也
。
不
料
、
行
至
蓑
衣

坑
、
遇
虎
傷
命
。
伊
姪
寜
賢
英
見
嬸
氏
越
宿
不
歸
、
尋
徃
德
先
之
家
、
知
已
早
回
行
。
至
途
中
傳
聞
蓑
衣
坑
有
一
死
婦
。
驚
疑
徃
視
、
果

見
楊
氏
屍
骸
。
血
流
蔽
面
、
遂
疑
爲
德
先
所
殺
、
奔
報
鄕
隣
朱
諬
昌
等
。
隨
經
表
湖
王
巡
檢
申
報
該
縣
。
查
、
此
案
先
據
杜
令
因
吿
病
乞

休
、
不
能
徃
驗
情
由
報
府
、
當
卽
批
行
應
卽
照
例
通
報
、
幷
卽
委
署
吉
水
縣
趙
令
就
近
親
詣
檢
驗
。
嗣
據
詳
稱
、
屍
親
寜
君
祥
・
鄕
隣
朱

諬
昌
等
供
報
、
實
係
虎
傷
、
詞
懇
免
檢
。
卑
府
以
事
關
人
命
、
不
厭
詳
愼
、
復
檄
署
縣
郭
同
知
檢
審
去
後
、
茲
據
該
署
縣
審
解
歬
來
。
查

係
眞
正
虎
傷
。
牙
痕
爪
跡
衆
目
難
掩
、
則
楊
氏
之
死
、
寔
由
虎
噬
、
于
人
何
尤
。
寜
賢
英
不
加
詳
察
、
難
免
誣
命
之
罪
。
但
鄕
愚
無
知
、
遇

屍
驚
惶
、
卛
爾
妄
報
。
隨
經
赴
縣
辯
朙
、
似
應
免
議
。
楊
德
先
不
早
還
豬
錢
、
以
致
楊
氏
徃
取
喪
命
。
似
亦
不
能
無
咎
。
然
修
棺
盛
殮
出

于
德
先
、
且
徃
﨤
拖
累
、
情
有
可
矜
。
所
當
仰
請
憲
恩
槪
予
寬
釋
者
也
。
謝
氏
女
流
、
夫
不
在
家
、
當
刈
穫
之
際
、
哀
籲
免
解
、
合
幷
聲

朙
。
楊
氏
屍
棺
應
令
屍
親
寜
君
祥
領
回
埋
葬
、
可
也
。

訓
読
文

看
し
得
た
り
。
已
に
死
す
楊
氏
は
中
寮
の
寜
君
祥
の
妻
に
係
る
。
緣
。
君
祥
は
外
に
出
で
て
生
を
營
む
。
其
の
妻
楊
氏
は
家
に
在
り
て
米

を
乏か

き
、
本
年
四
⺼
十
六
日
に
高
霄
の
楊
德
先
の
家
に
徃
き
て
豬
錢
二
百
文
を
索
取
す
。
路
隔
つ
こ
と
二
十
餘
里
、
日
暮
れ
て
歸
り
難
く
、

遂
に
隣
婦
謝
氏
に
伴
宿
す
。
次
早
微
朙
、
卽た

だ

ち
に
辭
し
て
門
を
出
づ
。
其
の
家
に
幼
子
有
る
を
以
て
な
り
。
料は
か

ら
ざ
り
き
、
行
き
て
蓑
衣

坑
に
至
り
、
虎
に
遇
ひ
て
傷
命
す
。
伊
の
姪お

い

寜
賢
英
、
嬸
氏
の
越
宿
し
て
歸
ら
ざ
る
を
見
て
、
德
先
の
家
に
尋
ね
徃
き
、
已
に
早
く
回
行
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す
る
を
知
る
。
途
中
蓑
衣
坑
に
一
死
婦
有
る
を
傳
へ
聞
く
に
至
る
。
驚
き
疑
ひ
、
徃
き
て
視
る
に
、
果
た
し
て
楊
氏
の
屍
骸
を
見
る
。
血

流
面
を
蔽お

ほ

ひ
、
遂
に
德
先
の
殺
す
所
と
爲
る
を
疑
ひ
、
鄕
隣
朱
諬
昌
等
に
奔
報
す
。
隨
經
表
湖
の
王
巡
檢
、
該
縣
に
申
報
す
。
查
す
る
に
、

此
の
案
は
先
に
杜
令
の
吿
病
乞
休
に
因
り
て
徃
驗
能
は
ざ
る
の
情
由
府
に
報
ず
る
を
據
け
、
當た

だ

卽ち

に
批
行
し
て
、
應ま

卽さ

に
例
に
照
ら
し
て

通
報
す
べ
く
、
幷
び
卽す

み
やか
に
吉
水
縣
趙
令
に
委
署
し
て
就
近
親
詣
檢
驗
せ
し
む
。
嗣
い
で
詳
を
據
け
て
稱
す
ら
く
、
屍
親
寜
君
祥
・
鄕
隣

朱
諬
昌
等
供
報
す
る
に
、
實
に
虎
傷
に
係
り
、
詞
し
て
免
檢
を
懇ね

が

ふ
、
と
。
卑
府
、
事
は
人
命
に
關
は
る
を
以
て
、
詳
愼
を
厭
は
ず
、
復

た
署
縣
郭
同
知
に
檄
し
て
檢
審
せ
し
め
去
り
て
後
、
茲
に
該
署
縣
の
審
解
歬
來
す
る
を
據
く
。
查
す
る
に
眞
正
の
虎
傷
に
係
る
。
牙
痕
爪

跡
、
衆
目
掩
ひ
難
け
れ
ば
、
則
ち
楊
氏
の
死
は
寔ま

こ
とに
虎
噬
に
由
り
、
人
に
何
ぞ
尤と
が

あ
ら
ん
。
寜
賢
英
は
詳
察
を
加
へ
ず
、
誣
命
の
罪
は
免

れ
難
し
。
但
し
鄕
愚
無
知
、
屍
に
遇
ひ
て
驚
惶
し
、
卛
爾
妄
報
せ
ん
。
隨
經
縣
に
赴
い
て
辯
朙
す
る
に
、
應
に
議
を
免
ず
べ
き
に
似
た
り
。

楊
德
先
は
豬
錢
を
還か

へ

す
こ
と
早
か
ら
ず
、
以
て
楊
氏
徃
取
し
て
命
を
喪
ふ
を
致
す
。
亦
た
咎
無
き
能
は
ざ
る
に
似
た
り
。
然
れ
ど
も
修
棺

盛
殮
は
德
先
よ
り
出
で
、
且
つ
徃
﨤
拖
累
な
る
に
、
情
と
し
て
矜あ

は
れむ
べ
き
有
り
。
當
に
憲
恩
を
仰
ぎ
請
ひ
て
槪
ね
寬
釋
を
予あ
た

ふ
べ
き
所
の

者
な
り
。
謝
氏
は
女
流
、
夫
、
家
に
在
ら
ず
、
刈
穫
の
際
に
當
り
、
免
解
を
哀
籲
す
る
こ
と
、
合あ

は幷
せ
て
聲
朙
す
。
楊
氏
の
屍
棺
は
應
に

屍
親
寜
君
祥
に
令
し
て
領
回
埋
葬
せ
し
む
べ
く
ん
ば
、
可
な
り
。

演
習
に
臨
ん
で

　〈
中
寮
〉
は
永
豊
県
南
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
永
豊
県
属
の
村
︒
現
在
の
君
埠
郷
付
近
︒〈
高
霄
〉
は
現
在
の
贛
州
市
興
国
県
属
の

村
で
︑
中
寮
と
は
直
線
距
離
に
し
て
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
︒
史
料
に
は
﹁
二
十
餘
里
﹂
と
記
し
て
い
る
︒
清
代
の
一
里
は

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
の
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
︒〈
蓑
衣
坑
〉
に
つ
い
て
は
不
詳
︒
君
埠
郷
︱
高
霄
に
は
坑
の
つ
く
地
名
は
多
い
が
︑

こ
の
名
称
は
両
県
の
地
方
志
に
も
見
当
た
ら
な
い
︒

　〈
本
年
四
⺼
十
六
日
〉
の
﹁
本
年
﹂
は
後
述
の
理
由
に
よ
り
︑
康
熙
三
十
三
年
に
特
定
で
き
︑﹁
四
月
十
六
日
﹂
は
陽
暦
で
は
一
六
九
四
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年
五
月
九
日
に
な
る
︒〈
嬸
氏
〉
は
叔
父
の
妻
を
い
う
︒
楊
氏
は
寧
賢
英
に
と
っ
て
叔
母
に
当
た
る
︒

　〈
表
湖
〉
は
永
豊
県
に
あ
る
鎮
名
︒﹃
大
清
一
統
志
﹄
に
そ
の
名
が
あ
る
︵
16
︶︒〈
巡
檢
〉
と
は
州
県
官
の
補
佐
官
の
一
つ
で
要
地
に
駐
在

し
て
捕
盗
の
こ
と
を
担
当
す
る
役
職
を
い
う
︒
光
緒
﹃
江
西
通
志
﹄
巻
一
四
︑
職
官
表
一
六
︑
国
朝
一
︑
文
職
に
よ
る
と
︑
表
湖
鎮
に
は

巡
検
一
名
が
置
か
れ
て
い
る
︒
表
湖
鎮
に
駐
在
し
た
巡
検
の
王
某
は
寧
賢
英
の
訴
え
を
永
豊
県
に
報
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒

　〈
杜
令
〉
と
は
乾
隆
﹃
吉
安
府
志
﹄
巻
二
一
︑
職
官
志
︑
県
職
官
表
︑
国
朝
か
ら
杜
士
英
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
彼
は
康
熙
二
十
八
年

に
永
豊
県
知
県
に
就
任
し
康
熙
三
十
三
年
に
離
任
し
て
い
る
︒﹁
告
病
乞
休
に
因
り
て
往
驗
能
は
ざ
る
﹂
は
離
任
の
事
情
が
病
気
で
あ
り
︑

調
査
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒

　〈
批
行
〉
は
﹁
批
准
施
行
﹂
の
意
︒〈
照
例
〉
は
﹁
前
例
通
り
﹂
の
意
︒〈
吉
水
縣
趙
令
〉
は
同
じ
く
乾
隆
﹃
吉
安
府
志
﹄
巻
二
一
︑
職
官

志
︑
県
職
官
表
︑
国
朝
か
ら
康
熙
三
十
三
年
に
就
任
し
た
趙
世
功
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒〈
委
署
〉
は
委
任
し
て
代
理
さ
せ
る
こ
と
︒〈
據

～
稱
〉
は
﹁
~
ヲ
ウ
ケ
テ
シ
ョ
ウ
ス
ラ
ク
﹂
と
読
み
︑﹁
~
の
報
告
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
︑
~
と
の
こ
と
で
あ
る
﹂
の
意

に
な
る
︒
こ
の
場
合
の
報
告
は
趙
世
功
の
詳
文
︵
上
級
官
庁
の
命
を
受
け
た
調
査
報
告
︶
を
指
す
︒

　〈
卑
府
〉
は
知
府
が
謙
譲
の
意
を
込
め
て
用
い
る
一
人
称
で
︑
知
県
の
場
合
は
﹁
卑
県
﹂
よ
り
も
﹁
卑
職
﹂
の
方
が
多
い
︒〈
署
縣
郭
同

知
〉
の
﹁
署
縣
﹂
は
知
県
職
を
代
行
す
る
こ
と
︑﹁
同
知
﹂
は
知
府
の
補
佐
官
ま
た
は
庁
の
長
官
を
い
う
︒
乾
隆
﹃
吉
安
府
志
﹄
巻
二
一
︑

職
官
志
︑
府
職
官
表
︑
国
朝
に
よ
る
と
吉
安
府
同
知
は
郭
維
楨
で
あ
り
︑
あ
る
い
は
永
豊
県
知
県
の
代
行
を
兼
担
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

　〈
～
去
後
～
歬
來
〉
は
﹁
~
し
た
と
こ
ろ
︑
~
と
申
し
越
し
て
い
る
﹂
の
意
で
︑
上
級
か
ら
の
文
書
に
対
し
︑
か
く
か
く
し
か
じ
か
の
返

答
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
定
型
句
で
あ
る
︒〈
女
流
〉
は
女
性
の
や
や
軽
ん
じ
た
言
い
方
を
い
う
︒〈
可
也
〉
は
﹁
そ
う
す
れ
ば
よ
い
﹂
を

示
す
用
語
で
︑
文
末
に
用
い
る
︒
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現
代
語
訳

　
す
で
に
死
亡
し
て
い
る
楊
氏
は
中
寮
の
寧
君
祥
の
妻
で
す
︒
事
の
起
こ
り
は
以
下
の
通
り
で
す
︒

　
寧
君
祥
は
外
地
に
出
か
け
て
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
︒
そ
の
妻
楊
氏
は
家
に
い
て
食
べ
る
米
を
欠
く
状
態
に
な
り
︑
本
年
︵
康
熙
三
十
三

年
︶
四
月
十
六
日
に
高
霄
の
楊
徳
先
の
家
に
︹
未
払
い
の
︺
豚
の
代
金
銭
二
百
文
を
求
め
に
行
き
ま
し
た
︒
中
寮
か
ら
高
霄
ま
で
は
二
十
里

あ
ま
り
あ
り
︑
日
が
暮
れ
て
帰
り
に
く
く
な
っ
た
の
で
︑
遂
に
隣
婦
の
謝
氏
の
家
に
泊
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
︑
翌
朝
明
け
方
に
な

る
と
す
ぐ
に
立
ち
去
り
ま
し
た
︒
幼
い
子
を
家
に
残
し
て
き
た
た
め
で
す
︒

　
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
に
︑
蓑
衣
坑
に
至
る
と
虎
に
出
く
わ
し
て
命
を
落
と
し
ま
し
た
︒
甥
の
寧
賢
英
は
叔
母
が
翌
日
に
な
っ
て
も
帰
っ

て
こ
な
い
た
め
︑
楊
徳
先
の
家
に
尋
ね
に
い
き
︑
早
く
に
帰
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
︒
途
中
蓑
衣
坑
で
女
の
死
体
が
出
た
と
伝
え
聞
き

ま
し
た
︒
驚
き
疑
い
つ
つ
確
か
め
る
と
︑
果
た
し
て
楊
氏
の
屍
骸
で
し
た
︒
彼
は
と
て
も
嘆
き
悲
し
み
︑
遂
に
楊
徳
先
が
殺
し
た
と
思
い
︑

郷
隣
の
朱
啓
昌
等
に
走
っ
て
知
ら
せ
ま
し
た
︒
続
い
て
表
湖
鎮
の
王
巡
検
が
永
豊
県
に
報
告
し
ま
し
た
︒

　
調
べ
た
と
こ
ろ
︑
こ
の
案
件
に
お
い
て
は
先
に
杜
知
県
が
病
気
の
届
け
を
出
し
て
休
職
を
願
い
出
た
た
め
取
り
調
べ
が
で
き
な
い
事
情

を
府
に
連
絡
し
て
き
ま
し
た
が
︑
た
だ
ち
に
前
例
の
よ
う
に
報
告
す
る
よ
う
命
じ
︑
併
せ
て
速
や
か
に
吉
水
県
の
趙
知
県
に
代
行
を
委
任

し
︑
近
場
は
み
ず
か
ら
が
出
向
い
て
調
査
す
る
よ
う
に
さ
せ
ま
し
た
︒

　
つ
い
で
︹
趙
知
県
か
ら
の
︺
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
︑
遺
族
の
寧
君
祥
や
郷
隣
朱
啓
昌
等
は
本
当
に
虎
に
よ
る
傷
で
あ
る
と
供
述
し
て
お

り
︑
検
屍
免
除
を
願
い
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
︒
そ
れ
が
し
は
事
が
人
命
に
関
わ
る
た
め
︑
な
る
べ
く
慎
重
に
努
め
︑
再
び
永
豊
県

の
知
県
を
代
理
す
る
郭
同
知
に
檄
を
飛
ば
し
︑
調
べ
て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
と
こ
ろ
︑
該
知
県
代
理
の
調
査
結
果
が
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
︒

　
そ
の
結
果
︑
本
当
に
虎
に
よ
る
傷
で
し
た
︒
牙
爪
の
痕
跡
は
誰
が
見
て
も
明
ら
か
で
あ
り
︑
楊
氏
の
死
因
は
実
際
虎
に
嚙
ま
れ
た
た
め

で
︑
人
間
に
は
責
任
が
あ
り
ま
せ
ん
︒
寧
賢
英
が
軽
率
に
殺
人
を
誣
告
し
た
罪
は
免
か
れ
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
︒
た
だ
田
舎
者
で
物
事
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が
わ
か
ら
ず
︑
屍
体
に
接
し
て
パ
ニ
ッ
ク
と
な
り
後
先
を
考
え
る
こ
と
な
く
訴
え
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
︒
そ
の
後
永
豊
県
に
赴
い
て
弁

明
し
て
お
り
︑
詮
議
を
取
り
止
め
る
の
が
よ
い
よ
う
で
す
︒

　
楊
徳
先
が
豚
の
代
金
の
支
払
い
を
遅
ら
せ
た
結
果
︑
楊
氏
が
そ
れ
を
取
り
に
行
っ
て
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
楊
徳
先
に
咎

が
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
︒
し
か
し
な
が
ら
葬
儀
の
費
用
は
楊
徳
先
が
出
し
︑
か
つ
両
所
の
往
復
に
負
担
を
被
っ
た

こ
と
は
︑
情
と
し
て
考
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
︒
閣
下
の
恩
情
を
お
願
い
し
︑
み
な
寛
大
に
釈
放
す
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
︒
謝
氏

は
女
の
身
で
︑
夫
は
家
に
お
ら
ず
︑
稲
刈
り
の
時
期
に
当
た
り
︑
押
送
免
除
を
哀
願
し
て
い
ま
す
こ
と
を
︑
併
せ
て
申
し
述
べ
ま
す
︒
楊

氏
の
遺
体
を
納
め
た
棺
は
遺
族
の
寧
君
祥
に
引
き
取
ら
せ
て
埋
葬
さ
せ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
︒

こ
の
史
料
が
語
る
も
の

　
こ
の
裁
判
は
︑
豚
を
売
っ
た
料
金
を
求
め
に
い
っ
た
相
手
に
叔
母
が
殺
さ
れ
た
と
し
て
そ
の
甥
が
訴
え
た
も
の
で
あ
る
︒
寧
賢
英
は
寧

君
祥
と
楊
氏
の
家
に
同
居
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
︑
出
稼
ぎ
で
不
在
で
あ
っ
た
夫
の
寧
君
祥
が
帰
郷
す
る
の
を
待
つ
こ
と
な
く
夫
に
代

わ
っ
て
訴
状
を
出
し
て
い
る
︒

　
寧
賢
英
が
楊
徳
先
を
訴
え
た
背
景
は
不
明
だ
が
︑
張
官
始
は
そ
れ
を
﹁
殺
人
を
誣
告
し
た
罪
は
免
れ
難
い
﹂
と
判
断
し
て
い
る
︒
恐
ら

く
﹁
楊
徳
先
が
代
金
を
払
っ
て
お
れ
ば
こ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
思
い
が
︑
逆
恨
み
に
な
っ
て
表
れ
た
も
の
で
︑
そ
こ

に
は
図
頼
の
よ
う
な
計
画
的
な
意
図
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
張
官
始
も
そ
の
点
を
考
慮
し
︑
恐
ら
く
は
﹁
田
舎
者
で
物
事
が
わ

か
ら
ず
︑
屍
体
に
接
し
て
パ
ニ
ッ
ク
と
な
り
後
先
を
考
え
ず
訴
え
た
﹂
の
が
そ
の
行
動
に
走
っ
た
実
情
だ
と
判
断
し
︑﹁
鄕
愚
無
知
﹂
を
理

由
に
処
分
を
免
じ
て
い
る
︒

　
他
方
︑
楊
氏
の
死
は
ひ
と
え
に
虎
に
遭
遇
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
事
故
で
あ
り
︑
こ
の
件
に
関
し
て
楊
徳
先
は
ま
っ
た
く
関
知
し
て
い

な
い
︒
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
張
官
始
は
楊
徳
先
に
は
代
金
の
支
払
い
を
延
ば
し
た
こ
と
で
災
厄
を
生
ん
だ
一
半
の
責
任
が
あ
る
と
判
断
し
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て
い
る
︒
幸
い
楊
徳
先
は
楊
氏
の
死
に
同
情
し
葬
儀
を
肩
代
わ
り
し
た
こ
と
か
ら
﹁
寬
釋
﹂
と
し
て
処
分
を
免
れ
て
い
る
が
︑
も
し
葬
儀

を
主
催
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
︑
埋
葬
金
の
支
払
い
を
命
じ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
︒

　
　
　

史
料
V
『
守
邦
近
略
』
第
一
集
「
叢
兇
殴
殺
事
」

　
　
李
阿
羅
が
劉
成
中
に
自
分
の
夫
を
殺
さ
れ
た
と
し
て
訴
え
た
件
　
　

標
点
文

看
得
。
李
阿
羅
乃
刁
悍
之
婦
也
。
故
夫
李
偉
臣
向
有
陽
症
未
痊
。
後
因
下
水
撈
柴
、
致
疾
復
發
、
病
遂
不
起
。
有
比
隣
劉
成
中
者
、
曾
與

伊
夫
生
歬
口
角
、
竟
爾
居
奇
恐
嚇
。
是
以
成
中
不
憤
、
先
控
其
圖
詐
。
阿
羅
乃
駕
以
被
毆
身
故
、
訟
之
于
縣
。
獨
不
思
人
命
何
事
。
如
果

毆
死
、
何
待
收
殮
多
日
而
方
行
控
吿
。
其
爲
挾
詐
不
遂
、
昭
然
可
知
。
該
縣
坐
誣
解
府
、
覆
加
硏
訊
。
阿
羅
雖
有
口
如
簧
、
其
如
自
吿
之

干
證
熊
貞
生
・
徐
秀
表
、
醫
生
曾
上
逹
等
衆
口
一
詞
、
皆
云
委
係
病
故
、
虛
誑
之
情
、
和
盤
托
出
。
阿
羅
亦
俛
首
無
辭
。
應
照
誣
吿
死
罪

未
決
之
律
、
杖
流
准
徒
收
贖
匪
枉
。
李
奇
中
・
張
天
濟
知
情
助
惡
。
重
杖
允
宜
。
餘
犯
無
辜
相
應
省
釋
。
至
沙
溪
巡
檢
陶
貞
錫
受
詞
遲
報
、

奚
容
置
喙
。
應
請
記
過
、
可
也
。

訓
読
文

看
し
得
た
り
。
李
阿
羅
は
乃
ち
刁
悍
の
婦
な
り
。
故
夫
李
偉
臣
、
向さ
き

に
陽
症
の
未
だ
痊い

え
ざ
る
有
り
。
後
に
水
に
下お

り
て
柴
を
撈と

る
に
因

り
、
疾
復ま

た
發
す
る
を
致
し
、
病
み
て
遂
に
起
き
ず
。
比
隣
の
劉
成
中
な
る
者
有
り
、
曾か
つ

て
伊か

の
夫
と
生
歬
に
口
角
す
る
に
、
竟つ

爾い

に
居

奇
と
し
て
恐
嚇
す
。
是こ

こ

を
以
て
成
中
憤
ら
ず
、
先
に
其
の
圖
詐
を
控う
っ
たふ
。
阿
羅
は
乃す
な
はち
駕
す
る
に
毆
ら
れ
て
身
故
す
る
を
以
て
之
れ
を
縣

に
訟う

っ
たふ
。
獨
り
人
命
の
何
事
た
る
か
を
思
は
ざ
る
の
み
。
如
し
果
し
て
毆
死
な
ら
ば
、
何
ぞ
收
殮
を
待
つ
こ
と
多
日
に
し
て
、
方は
じ

め
て
控

吿
を
行
は
ん
。
其
の
挾
詐
し
て
遂
げ
ざ
る
こ
と
爲た

る
は
、
昭
然
と
し
て
知
る
べ
し
。
該
縣
、
誣
に
坐
し
て
府
に
解
る
に
、
覆さ
ら

に
硏
訊
を
加
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ふ
。
阿
羅
は
口
の
簧
の
如
き
有
り
と
雖
も
、
其
い
か
ん
せ
ん如
自
吿
の
干
證
熊
貞
生
・
徐
秀
表
、
醫
生
曾
上
逹
等
、
衆
口
一
詞
、
皆
な
委ま
こ
とに
病
故
に
係

る
と
云
へ
ば
、
虛
誑
の
情
、
和
盤
托
出
せ
ん
。
阿
羅
も
亦
た
首
を
俛た

れ
て
辭こ
と
ば無
し
。
應ま
さ

に
誣
吿
死
罪
未
決
の
律
に
照
ら
し
て
、
杖
流
准
徒

收
贖
と
す
べ
き
も
枉
に
匪あ

ら

ず
。
李
奇
中
・
張
天
濟
は
情
を
知
り
つ
つ
惡
を
助
く
。
重
杖
允ま
こ
とに
宜よ
ろ

し
。
餘
犯
の
無
辜
は
省
釋
に
相
應
す
。
沙

溪
巡
檢
陶
貞
錫
の
詞
を
受
く
る
も
報
を
遲
ら
す
に
至
り
て
は
、
奚い

づ
くん
ぞ
置
喙
を
容
さ
ん
や
。
應
に
記
過
を
請
ふ
べ
く
ん
ば
、
可
な
り
。

演
習
に
臨
ん
で

　〈
陽
症
〉
と
は
病
状
が
発
熱
を
伴
う
も
の
で
︑
こ
れ
に
対
し
て
症
状
が
外
に
現
れ
な
い
も
の
を
陰
症
と
い
う
︒〈
李
阿
羅
〉
と
は
羅
姓
の

女
性
が
李
姓
に
嫁
い
だ
時
の
呼
称
を
い
う
︒〈
口
角
〉
は
口
論
の
こ
と
で
︑
手
を
出
さ
な
い
喧
嘩
を
意
味
す
る
︒〈
居
奇
〉
は
﹁
自
分
の
有

利
な
立
場
を
利
用
す
る
こ
と
﹂
の
意
で
︑﹃
史
記
﹄
呂
不
韋
伝
に
い
う
﹁
奇
貨
置
く
べ
し
﹂
と
同
じ
意
味
で
あ
る
︒〈
是
以
〉
は
﹁
こ
こ
を

も
っ
て
﹂
と
読
み
︑﹁
そ
こ
で
﹂
ま
た
は
﹁
そ
の
た
め
﹂
の
意
に
用
い
る
接
続
語
︒〈
圖
詐
〉
と
は
﹁
ペ
テ
ン
を
も
く
ろ
む
﹂
の
意
で
あ
る

が
︑
こ
の
場
合
は
夫
の
死
が
相
手
の
せ
い
だ
と
言
い
が
か
り
を
つ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
り
︑
こ
う
し
た
行
為
は
図
頼
に
属
す
る
︒
劉

成
中
が
李
阿
羅
を
﹁
図
頼
﹂
で
訴
え
た
の
に
対
し
︑
李
阿
羅
は
劉
成
中
を
﹁
殺
人
﹂
で
訴
え
た
︒
訴
え
先
は
と
も
に
県
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
︒

　〈
有
口
如
簧
〉
の
﹁
簧
﹂
は
笛
の
舌
の
こ
と
で
あ
り
︑
転
じ
て
﹁
巧
み
な
口
先
で
人
を
た
ぶ
ら
か
す
﹂
の
意
味
に
な
る
︒﹁
如
簧
之
舌
﹂

も
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
る
︒〈
其
如
〉
は
二
字
で
﹁
い
か
ん
せ
ん
﹂
と
読
み
︑﹁
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
﹂
の
意
が
ふ
さ
わ
し
い
︒
ち
な
み

に
こ
れ
は
﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
の
解
釈
で
あ
る
が
︑﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
で
は
﹁
譬
へ
ば
﹂︑﹃
中
日
大
辞
典
﹄
で
は
﹁
も
し
例
え
ば
﹂︑﹃
最
新
支

那
語
大
辞
典
﹄
で
は
﹁
若
シ
其
レ
ガ
﹂
と
だ
け
記
し
て
お
り
︑
一
口
に
辞
書
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
あ
り
︑
注
意
を
要
す
る
︒

　
証
人
た
ち
を
尋
問
し
た
結
果
︑
李
偉
臣
は
病
死
で
あ
る
こ
と
で
衆
口
一
致
し
た
た
め
︑
張
官
始
は
こ
の
件
を
誣
告
で
あ
る
と
判
定
し
︑
李

阿
羅
を
﹁
誣
吿
死
罪
未
決
律
﹂
に
基
づ
い
て
﹁
杖
流
准
徒
收
贖
﹂
に
裁
定
し
た
︒
誣
告
さ
れ
た
劉
成
中
は
ま
だ
生
き
て
い
る
こ
と
か
ら
李
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阿
羅
に
は
﹁
杖
一
百
︑
流
三
千
里
︑︹
配
所
に
お
い
て
︑︺
徒
役
三
年
を
加
え
る
﹂
を
適
用
し
た
こ
と
を
指
す
︒
た
だ
︑
こ
こ
で
示
さ
れ
た

〈
杖
流
准
徒
〉
と
は
︑﹁
杖
一
百
︑
流
三
千
里
︑︹
配
所
に
お
い
て
︑︺
徒
役
三
年
を
加
え
る
﹂
が
﹁
杖
一
百
︑
徒
役
四
年
﹂
に
読
み
替
え
ら
れ
︑

収
贖
を
認
め
る
こ
と
を
い
う
︒〈
收
贖
〉
と
は
︑﹁
老
幼
廃
疾
﹂
や
婦
女
子
が
罪
を
犯
し
た
際
に
適
用
す
る
贖
刑
で
︑
婦
女
子
の
場
合
は
姦

盗
不
孝
を
除
く
犯
罪
に
対
し
て
す
べ
て
収
贖
を
適
用
さ
れ
た
︵
17
︶︒
結
果
と
し
て
誣
告
反
坐
本
来
の
流
刑
を
伴
う
終
身
刑
か
ら
徒
刑
贖
罪

に
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
︒

　〈
沙
溪
〉
は
吉
安
府
下
永
豊
県
に
あ
る
鎮
の
一
つ
で
あ
り
︑
巡
検
一
名
が
置
か
れ
て
い
た
︵
18
︶︒
陶
貞
錫
は
こ
の
沙
渓
鎮
に
駐
在
し
た
巡

検
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
判
牘
で
は
受
け
取
っ
た
訴
状
の
県
へ
の
報
告
を
怠
っ
た
陶
貞
錫
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
︒
こ
の
点

か
ら
︑
こ
こ
で
い
う
県
と
は
沙
渓
鎮
が
属
す
る
永
豊
県
で
あ
り
︑
こ
の
判
牘
に
登
場
す
る
李
阿
羅
と
そ
の
夫
︑
隣
人
の
劉
成
中
そ
の
他
の

関
係
者
も
み
な
こ
の
地
の
人
間
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
︒〈
記
過
〉
と
は
役
人
に
過
失
が
あ
れ
ば
記
録
し
て
譴
責
す
る
こ
と
を
い
う
︒
前

述
の
よ
う
に
︑
訴
状
の
受
理
は
原
則
と
し
て
長
官
の
職
務
で
あ
っ
た
が
︑
州
県
衙
門
と
離
れ
た
地
方
に
あ
っ
て
は
そ
こ
に
駐
在
す
る
巡
検

な
ど
の
吏
員
が
訴
状
を
受
け
取
り
︑
こ
れ
を
長
官
に
送
付
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
︵
19
︶︒
清
代
の
司
法
行
政
に
つ
い
て
は
臨
時
台

湾
旧
慣
調
査
会
編
﹃
清
国
行
政
法
﹄︵
初
版
:
一
九
〇
五
~
一
五
年
︒
復
刻
版
:
大
安
︑
一
九
六
五
年
︑
汲
古
書
院
︑
一
九
七
二
年
︶
第
五
巻
に
詳
し

い
説
明
が
あ
る
︒

現
代
語
訳

　
李
阿
羅
は
狡
猾
か
つ
凶
悪
な
女
で
す
︒
死
ん
だ
夫
の
李
偉
臣
は
陽
症
が
ま
だ
治
っ
て
い
な
か
っ
た
の
に
︑
そ
の
後
川
に
入
っ
て
柴
を
採
っ

た
た
め
︑
病
が
ぶ
り
返
し
︑
と
う
と
う
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
︒
隣
り
の
劉
成
中
と
は
夫
が
生
前
に
口
論
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
︑
李

阿
羅
は
こ
れ
を
奇
貨
と
み
て
劉
成
中
を
恐
喝
し
ま
し
た
︒
そ
こ
で
劉
成
中
は
冷
静
に
李
阿
羅
の
図
詐
を
訴
え
出
ま
し
た
︒
そ
れ
に
対
し
李

阿
羅
は
夫
が
殴
ら
れ
て
死
ん
だ
と
し
て
永
豊
県
に
訴
え
ま
し
た
︒
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李
阿
羅
は
人
の
命
が
何
た
る
か
を
ま
っ
た
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
︒
殴
ら
れ
て
死
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
︑
な
ぜ
納
棺
後
多
日
を
経
過
し
て
初

め
て
訴
え
た
の
で
し
ょ
う
か
︒
恐
喝
の
悪
だ
く
み
を
し
て
目
的
が
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
︒

　
該
県
︵
永
豊
県
︶
は
誣
告
罪
に
あ
て
身
柄
を
府
に
送
っ
て
き
ま
し
た
の
で
︑
私
は
さ
ら
に
尋
問
を
行
い
ま
し
た
︒
阿
羅
は
言
葉
巧
み
に
訴

え
ま
し
た
が
︑
い
か
ん
せ
ん
︑
み
ず
か
ら
申
し
出
た
証
人
の
熊
貞
生
・
徐
秀
表
︑
医
者
の
曽
上
達
等
は
衆
口
一
致
し
て
李
偉
臣
が
病
死
で

あ
る
と
言
っ
た
た
め
︑
彼
女
の
訴
え
が
虚
誑
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
け
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
李
阿
羅
も
ま
た
う
な
だ
れ
て
言
葉
が
あ
り

ま
せ
ん
︒

　
そ
こ
で
李
阿
羅
を
誣
告
死
罪
未
決
の
律
に
照
ら
し
て
杖
流
准
徒
収
贖
に
し
て
も
法
を
枉
げ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
︒
李
奇
中
・

張
天
済
は
事
情
を
知
り
つ
つ
李
阿
羅
の
悪
行
に
協
力
し
ま
し
た
の
で
︑
重
杖
が
妥
当
で
す
︒
残
り
の
罪
な
き
者
た
ち
は
情
状
酌
量
し
て
釈

放
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
で
し
ょ
う
︒

　
沙
渓
鎮
巡
検
の
陶
貞
錫
が
訴
状
を
受
け
取
っ
て
報
告
が
遅
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
口
を
は
さ
む
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
記
過
を
申
請
し

て
よ
い
で
し
ょ
う
︒

こ
の
史
料
が
語
る
も
の

　
こ
の
判
牘
は
妻
が
夫
の
病
死
に
か
り
て
生
前
不
仲
で
あ
っ
た
隣
人
を
﹁
群
が
っ
て
夫
を
殴
り
殺
し
た
﹂
と
し
て
訴
え
た
こ
と
に
対
す
る

張
官
始
の
裁
定
で
あ
る
︒
張
官
始
は
妻
の
李
阿
羅
や
証
人
た
ち
に
対
す
る
尋
問
か
ら
夫
の
李
偉
臣
は
病
死
で
あ
り
︑
従
っ
て
李
阿
羅
の
訴

え
は
ま
っ
た
く
の
誣
告
で
あ
る
と
し
て
県
の
答
申
を
そ
の
ま
ま
支
持
し
︑﹁
誣
告
反
坐
﹂
と
す
る
旨
を
上
申
し
て
い
る
︒

　
こ
れ
は
前
四
件
の
判
牘
と
は
異
な
り
︑
誣
告
し
た
原
告
に
誣
告
反
坐
が
適
用
さ
れ
た
例
で
あ
る
︒
も
っ
と
も
誣
告
死
罪
未
決
律
で
は
罪

科
は
﹁
流
三
千
里
杖
一
百
加
徒
役
三
年
﹂
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
﹁
杖
流
准
徒
﹂
と
し
て
徒
役
四
年
収
贖
に
読
み
替
え
ら
れ
て
お
り
︑
何

ら
か
の
情
状
が
酌
量
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
そ
の
理
由
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
︑
夫
が
病
死
し
た
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
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が
若
干
考
慮
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
︒

　
被
告
の
劉
成
中
は
李
偉
臣
と
口
論
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
い
え
︑
そ
の
死
に
は
一
切
関
わ
り
な
く
明
ら
か
な
冤
罪
と
見
な
さ
れ
た
た

め
︑
当
然
の
こ
と
な
が
ら
何
ら
の
責
任
も
追
及
さ
れ
て
い
な
い
︒
ま
た
埋
葬
金
の
給
付
な
ど
の
負
担
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
︒

お
わ
り
に

　
以
上
の
史
料
は
ど
の
よ
う
な
一
般
的
な
問
題
の
解
明
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
言
う
ま
で
も
な
く
︑
こ

こ
で
紹
介
し
た
史
料
は
張
官
始
と
い
う
一
官
僚
が
限
ら
れ
た
時
代
に
特
定
の
地
方
で
行
っ
た
わ
ず
か
五
件
の
裁
定
で
あ
り
︑
そ
れ
ら
が
伝

え
る
情
報
も
き
わ
め
て
簡
略
な
も
の
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
こ
れ
ら
の
情
報
は
な
お
貴
重
で
あ
り
︑
こ
こ
か
ら
以
下
の
よ
う
な
推
論
を
た
く

ま
し
く
す
る
の
も
あ
な
が
ち
誤
り
と
は
い
え
な
い
︒

　
最
初
に
抑
え
る
べ
き
は
︑
史
料
が
伝
え
る
情
報
の
性
質
で
あ
る
︒
判
牘
と
は
︑﹁
過
去
の
中
国
に
お
い
て
︑
訴
訟
案
件
を
扱
っ
た
地
方
長

官
が
︑
何
ら
か
の
裁
き
を
与
え
る
意
味
を
も
っ
て
書
き
残
し
た
文
章
﹂︵
20
︶
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
︑
そ
こ
に
示
さ

れ
た
裁
定
で
も
っ
て
そ
の
裁
判
が
必
ず
し
も
結
審
し
た
わ
け
で
は
な
い
︒
と
り
わ
け
地
方
長
官
が
み
ず
か
ら
の
裁
定
案
を
上
申
し
た
と
し

て
も
上
司
か
ら
異
議
が
唱
え
ら
れ
る
場
合
や
裁
判
当
事
者
が
そ
の
裁
定
に
承
服
せ
ず
︑
上
級
官
署
に
訴
え
出
る
場
合
︑
そ
こ
に
変
更
が
加

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
た
︒
し
か
し
︑
そ
れ
ら
判
牘
に
収
録
さ
れ
た
個
々
の
裁
定
は
当
時
の
社
会
通
念
に
お
い
て
受
け
容
れ
ら
れ
る
べ

き
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
︒
な
ぜ
な
ら
ば
︑
判
牘
は
地
方
長
官
自
身
や
そ
の
子
弟
が
そ
の
裁
定
を
範
と
し
て
後
世
に
伝
え
る

た
め
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
︑
後
進
の
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
も
有
用
・
有
効
な
判
決
文
例
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
︒
こ
の
点
を
考

え
れ
ば
︑
こ
れ
ら
は
当
時
の
社
会
に
お
い
て
一
応
の
妥
当
な
判
断
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
︒
従
っ
て
︑
こ
こ
で

は
こ
れ
ら
の
判
牘
に
示
さ
れ
た
裁
定
は
上
司
か
ら
追
認
さ
れ
︑
さ
ら
に
裁
判
当
事
者
か
ら
も
容
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
︒

　﹃
守
邦
近
略
﹄
に
は
本
章
で
紹
介
し
た
五
件
を
含
め
て
誣
告
殺
人
を
扱
っ
た
判
牘
が
全
部
で
一
二
件
収
め
ら
れ
て
い
る
が
︵
21
︶︑
V
の
李
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阿
羅
が
誣
告
反
坐
に
擬
律
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
除
い
て
原
告
は
す
べ
て
処
罰
を
免
れ
て
い
る
か
︑
ま
た
は
そ
れ
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
な
く
︑

ほ
と
ん
ど
の
場
合
︑
埋
葬
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
被
告
は
威
逼
人
致
死
律
が
適
用
さ
れ
る
か
︑
そ
う
で
な
い
場
合
で
も

杖
刑
が
科
さ
れ
︑
さ
ら
に
埋
葬
金
の
支
払
い
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
︒

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
以
下
の
諸
点
で
あ
る
︒
ま
ず
原
告
は
何
ゆ
え
反
坐
に
な
る
リ
ス
ク
を
冒
し
て
ま
で
あ
え
て
誣
告
殺
人
を
行
う

の
で
あ
ろ
う
か
︒
親
族
の
死
が
相
手
に
何
ら
か
の
影
響
が
あ
っ
た
と
し
て
も
︑
そ
れ
を
﹁
威
逼
致
死
﹂
で
は
な
く
﹁
殺
人
﹂
と
し
て
訴
え

る
の
は
な
ぜ
か
︒
次
に
被
告
は
殺
人
の
冤
罪
を
着
せ
ら
れ
た
上
︑
威
逼
人
致
死
律
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
杖
刑
や
埋
葬
金
の

支
払
い
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
︑
な
ぜ
こ
の
一
見
理
不
尽
と
も
思
わ
れ
る
裁
定
に
甘
ん
じ
る
の
か
︒
さ
ら
に
当
時
の
こ
の
よ
う
な
地

方
長
官
の
裁
定
が
何
ゆ
え
上
司
の
み
な
ら
ず
地
域
社
会
に
お
い
て
も
理
の
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
る
の
か
︒

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
は
戦
前
の
上
海
で
長
年
に
わ
た
っ
て
中
国
社
会
を
観
察
し
て
き
た
内
山
完
造

の
随
筆
の
一
篇
で
あ
る
︒
内
山
は
︑
中
国
で
は
何
を
買
っ
て
も
こ
と
ご
と
く
少
量
の
方
が
必
ず
割
安
に
な
る
と
い
い
︑
同
じ
品
物
を
買
っ

て
も
そ
の
値
段
は
人
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
︒
そ
し
て
そ
の
理
由
を
﹁
少
し
よ
り
買
へ
な
い
人
は
貧
乏
で
あ
る
︒
貧

乏
人
に
は
少
し
位
多
く
与
へ
た
と
て
好
い
で
は
な
い
か
︒
沢
山
買
ふ
人
は
お
金
持
で
あ
る
︒
金
の
あ
る
人
か
ら
は
出
来
る
だ
け
沢
山
の
利

益
を
貰
つ
て
好
い
で
は
な
い
か
﹂
と
当
時
の
民
衆
の
心
情
を
代
弁
し
て
︑
こ
れ
に
﹁
支
那
民
族
の
偉
大
な
る
不
文
律
﹂
と
の
賛
辞
を
呈
し

て
い
る
︵
22
︶︒
つ
ま
り
こ
れ
は
二
十
世
紀
前
半
の
中
国
社
会
に
は
貧
乏
人
︑
す
な
わ
ち
﹁
弱
い
立
場
﹂
に
あ
る
者
に
は
有
利
な
結
果
が
与

え
ら
れ
て
当
然
︑
金
持
ち
︑
す
な
わ
ち
﹁
強
い
立
場
﹂
の
者
に
は
不
利
な
結
果
を
受
け
容
れ
て
当
然
と
い
う
独
特
の
平
衡
感
覚
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
︒

　
試
し
に
こ
の
平
衡
感
覚
を
以
上
に
紹
介
し
た
誣
告
殺
人
案
の
裁
定
に
当
て
は
め
て
み
た
ら
︑
ど
う
で
あ
ろ
う
か
︒
I
の
場
合
︑
同
じ
一

族
で
は
あ
る
が
賀
閏
高
は
出
稼
ぎ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貧
者
で
あ
り
︑
そ
の
父
に
も
大
き
な
力
は
な
い
︒
他
方
︑
賀
水
廉
ら
は
族
内

で
﹁
恃
強
逞
兇
﹂
で
き
る
存
在
で
あ
り
︑
そ
の
結
果
が
賀
閏
高
の
母
親
の
自
殺
を
招
い
て
い
る
︒
II
で
は
馬
成
吉
は
﹁
異
鄉
に
煢
煢
た
る
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稚
子
﹂
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
父
親
の
馬
貞
士
と
と
も
に
他
所
か
ら
吉
水
に
移
り
住
ん
だ
農
民
で
あ
り
︑
恐
ら
く
は
耕
作
す
る
田
に
関
し
て

も
陳
鼎
六
が
優
位
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
陳
鼎
六
が
馬
貞
士
に
対
し
て
﹁
恃
強
逞
兇
﹂
な
態
度
で
臨
ん
だ
の
は
そ
の
力
関
係
を
示
し
て

い
る
︒
さ
ら
に
訴
え
出
た
の
は
そ
の
力
関
係
で
父
親
を
亡
く
し
孤
独
に
な
っ
た
ま
だ
若
年
で
生
活
能
力
の
な
い
馬
成
吉
で
あ
る
︒
III
の
死

ん
だ
鄒
台
行
は
六
〇
歳
を
超
え
た
老
人
で
あ
る
の
に
対
し
︑
喧
嘩
で
鄒
台
行
に
傷
を
負
わ
せ
た
彭
日
昇
は
体
力
の
あ
る
若
者
で
あ
る
︒
鄒

台
行
は
商
売
で
も
彭
日
昇
に
負
け
た
の
で
あ
ろ
う
︒
IV
の
寧
君
祥
は
出
稼
ぎ
に
行
き
︑
残
さ
れ
た
妻
の
楊
氏
も
そ
の
日
の
食
べ
も
の
に
窮

す
る
ほ
ど
の
貧
者
で
あ
る
に
対
し
︑
寧
家
の
豚
を
買
い
取
り
︑
さ
ら
に
楊
氏
の
葬
儀
を
自
主
的
に
営
ん
だ
楊
徳
先
は
や
や
裕
福
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
れ
よ
り
見
れ
ば
︑
原
告
側
の
賀
閏
高
︑
馬
成
吉
︑
鄒
一
清
︑
寧
君
祥
ら
は
と
も
に
﹁
弱
い
立
場
﹂
に
あ
る
者
︑
被
告

側
の
賀
水
廉
︑
陳
鼎
六
︑
彭
日
昇
︑
楊
徳
先
ら
は
﹁
強
い
立
場
﹂
に
あ
る
者
に
比
定
で
き
る
︒
な
ら
ば
︑
前
者
は
﹁
有
利
な
結
果
が
与
え

ら
れ
て
当
然
﹂︑
後
者
は
﹁
不
利
な
結
果
を
受
け
容
れ
て
当
然
﹂
の
状
況
が
“
平
衡
”
を
保
つ
こ
と
に
な
る
︒

　
そ
し
て
︑
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
推
せ
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
︒﹁
弱
い
立
場
﹂
に
あ
る
民
に
と
っ
て
自
殺
︑
病
死
︑
事
故
死
な

ど
の
身
内
の
死
は
︑
ま
さ
に
﹁
奇
貨
居
く
べ
し
﹂
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
︑
そ
れ
に
何
か
し
ら
関
わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
﹁
強
い
立
場
﹂
の

者
か
ら
慰
謝
料
を
得
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
︒
そ
こ
に
は
身
内
の
死
を
恨
ん
で
相
手
に
罪
を
着
せ
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
相
手

に
威
逼
が
あ
っ
た
と
認
定
さ
れ
︑
結
果
と
し
て
金
銭
を
得
る
こ
と
に
大
き
な
狙
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
威
逼
人
致
死
律
に
基
づ

く
埋
葬
銀
一
〇
両
は
︑
明
末
の
あ
る
証
言
に
よ
れ
ば
︑
僱
工
の
賃
金
三
年
分
に
相
当
す
る
と
さ
れ
︑
決
し
て
安
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と

い
う
︵
23
︶︒
そ
の
た
め
虚
偽
を
含
む
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
理
由
を
挙
げ
て
身
内
の
死
が
相
手
の
行
動
に
関
係
し
︑
み
ず
か
ら
が
い
か
に
﹁
弱

い
立
場
﹂
に
あ
る
か
を
力
説
し
た
︒
訴
状
に
は
そ
れ
な
り
の
文
章
表
現
力
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
︑
訟
師
と
い
う
プ
ロ
の
需
要
も
そ
こ

か
ら
生
じ
た
︒
民
衆
に
と
っ
て
訴
訟
費
用
は
相
当
の
負
担
で
あ
り
︵
24
︶︑
誣
告
す
る
こ
と
で
反
坐
を
被
る
危
険
性
も
あ
っ
た
が
︑
勝
訴
す

る
こ
と
で
そ
の
憂
慮
を
凌
ぐ
利
益
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
は
大
き
な
魅
力
で
あ
っ
た
︒
訴
訟
が
繰
り
返
さ
れ
る
背
景
は
そ
こ
に
あ
っ
た
︒

　
他
方
︑
地
方
長
官
に
と
っ
て
誣
告
殺
人
は
ゆ
ゆ
し
き
行
動
で
あ
り
︑
法
で
厳
し
く
処
断
す
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
い
た
︒
し
か
し
︑
実
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際
の
と
こ
ろ
常
態
化
し
て
い
た
誣
告
殺
人
は
上
記
の
よ
う
な
弱
者
の
権
利
主
張
で
あ
り
︑
裁
く
側
で
も
﹁
訴
え
の
受
理
を
願
う
あ
ま
り
に
︑

果
て
は
相
手
を
殺
人
で
誣
告
し
て
憚
ら
な
い
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
そ
れ
は
い
わ
ば
訴
え
を
受
理
し
て
も
ら
う
た
め
の
方
便
の
よ
う
に
受
け

止
め
︑
訴
え
る
側
に
し
て
も
誣
告
す
る
と
い
っ
た
感
覚
は
薄
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
︒
地
方
長
官
も
そ
の
点
を
了
知
し
て
い
た
た
め
︑
た

い
て
い
の
場
合
︑
そ
の
行
為
を
そ
の
ま
ま
反
坐
に
擬
律
す
る
こ
と
は
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
し
て
︑
原
告
に
対
し
て
老
齢
ま
た
は
若

年
︑
孤
独
︑
郷
愚
無
知
な
ど
︑
い
ろ
い
ろ
思
い
つ
く
か
ぎ
り
の
理
由
を
つ
け
て
そ
れ
を
極
力
回
避
し
︑
軽
罪
・
免
罪
に
済
ま
せ
る
裁
定
に

志
向
し
た
︒

　
ま
た
当
時
の
地
方
裁
判
制
度
の
構
造
も
そ
れ
を
手
助
け
し
た
︒
地
方
裁
判
は
そ
の
地
域
の
紛
争
当
事
者
が
相
互
に
譲
り
合
え
る
接
点
を

呈
示
し
︑
速
や
か
に
問
題
を
解
決
し
て
訴
訟
関
係
者
の
時
間
的
金
銭
的
浪
費
を
抑
え
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
︒
地
方
長
官
も
な
る
べ

く
業
務
負
担
を
減
ら
す
べ
く
︑
些
末
な
地
域
紛
争
を
た
や
す
く
裁
判
に
持
ち
込
む
健
訟
の
風
潮
を
繰
り
返
し
戒
め
た
︒
ま
た
係
争
中
で
あ
っ

て
も
当
事
者
同
士
が
和
解
し
︑
訴
え
を
取
り
下
げ
る
の
は
む
し
ろ
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
︒
そ
の
意
味
で
権
利
を
主
張
す
る
原
告
の
訴
え

を
無
下
に
退
け
る
こ
と
は
︑
い
た
ず
ら
に
上
訴
・
越
訴
を
招
く
こ
と
に
な
り
︑
か
え
っ
て
業
務
負
担
が
増
大
し
た
︒
結
果
︑
被
告
に
威
逼

人
致
死
律
を
適
用
で
き
た
場
合
は
︑
原
告
は
お
お
む
ね
免
罪
と
し
︑
威
逼
人
致
死
律
へ
の
適
用
が
無
理
な
場
合
で
も
︑
あ
れ
こ
れ
理
由
を

捻
出
し
て
は
原
告
を
免
罪
も
し
く
は
軽
罪
処
分
に
す
る
一
方
で
被
告
に
は
埋
葬
金
の
供
出
を
求
め
た
︒
誣
告
殺
人
案
の
裁
定
に
は
こ
う
し

た
地
方
長
官
自
身
の
事
情
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
︵
25
︶︒
死
者
に
対
す
る
同
情
が
そ
の
あ
り
方
に
影
響
し
て
い
る
と
の
見

方
も
あ
る
い
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
︑
そ
の
よ
う
な
情
に
訴
え
る
と
い
っ
た
ポ
ー
ズ
が
紛
争
の
早
期
沈
静
化
を
求
め
る
巧
み
な
手
段
で
あ
り
︑

そ
れ
が
情
理
裁
判
の
実
態
だ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
︒

　
最
後
に
殺
人
の
冤
罪
を
着
せ
ら
れ
た
被
告
が
実
際
殺
人
を
犯
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
そ
の
よ
う
な
不
利
な
処
断
を
受
け
容
れ

る
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
︒
そ
の
一
つ
と
し
て
多
少
の
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
速
や
か
に
事
態
を
収
拾
し
た
方
が
時
間
的
・
経
済
的

に
利
が
あ
る
と
の
心
理
が
働
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
︵
26
︶︑
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
︒
上
記
の
文
脈
に
添
え
ば
︑
被
告
は
往
々
に
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誣告殺人が赦される時

し
て
﹁
強
い
立
場
﹂
に
あ
る
者
た
ち
で
あ
り
︑
み
ず
か
ら
が
﹁
強
い
立
場
﹂
に
あ
る
こ
と
を
自
認
す
る
か
ぎ
り
︑
た
と
い
裁
定
が
み
ず
か

ら
に
不
利
な
状
況
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
も
そ
れ
を
受
け
容
れ
る
こ
と
に
さ
ほ
ど
抵
抗
は
な
く
︑
そ
の
結
果
︑﹁
強
い
立
場
﹂
が
公
認
さ
れ
︑

か
つ
仲
裁
を
買
っ
て
出
た
地
方
長
官
の
顔
を
立
て
る
意
味
に
お
い
て
も
そ
の
裁
定
に
あ
え
て
異
を
唱
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
点
も
大
き
く

影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

　
こ
れ
に
関
連
し
て
内
山
完
造
は
も
う
一
つ
の
随
筆
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
︒

面
子
に
は
人
の
面
子
と
自
分
の
面
子
と
が
あ
る
︒
︙
︙
だ
が
︑
︙
︙
争
議
な
ど
に
於
い
て
は
面
子
は
三
つ
と
な
る
の
で
あ
る
︒
つ
ま

り
争
議
者
相
方
と
仲
裁
者
と
の
面
子
で
あ
る
︒
此
三
つ
の
面
子
が
平
均
し
な
い
と
︑
問
題
は
解
決
し
な
い
の
で
あ
る
︒
︙
︙
面
子
は
︑

タ
ヾ
仲
裁
者
の
大
き
い
力
で
小
サ
イ
者
に
片
づ
け
る
の
と
は
違
ふ
︒
自
分
の
方
丈
け
が
都
合
よ
く
な
る
こ
と
ゝ
は
違
ふ
の
だ
︒
面
子

は
何
日
で
も
相
対
的
で
其
相
互
の
面
子
を
保
た
ね
ば
な
ら
ん
︒
若
し
そ
れ
仲
裁
者
が
は
い
つ
た
場
合
は
︑
其
仲
裁
者
の
面
子
も
保
た

ね
ば
な
ら
ん
と
云
ふ
︑
実
に
面
倒
至
極
な
も
の
で
あ
る
こ
と
と
吾
等
は
知
ら
ね
ば
な
ら
ん
︵
27
︶︒ 

　
こ
れ
は
ま
た
清
代
の
法
と
裁
判
に
お
い
て
示
さ
れ
た
滋
賀
秀
三
の
見
解
︑
す
な
わ
ち
﹁
情
理
判
断
の
中
核
部
分
に
は
何
び
と
と
も
争
う

気
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
自
明
・
普
遍
の
道
理
が
あ
り
︑
周
辺
部
分
に
は
具
体
的
情
況
に
即
応
す
る
高
度
の
柔
軟
性
が
あ
る
︒
た
だ
し
柔

軟
性
は
決
し
て
無
原
則
で
は
な
く
︑
そ
の
世
界
に
住
み
馴
れ
た
人
々
に
と
っ
て
は
落
着
き
先
が
ほ
ぼ
見
当
の
つ
く
よ
う
な
柔
軟
性
で
あ
っ

た
︒
そ
し
て
実
際
に
は
当
事
者
と
中
に
立
つ
第
三
者
︵
私
人
た
る
調
停
者
も
し
く
は
訟
を
聴
く
地
方
長
官
︶
と
の
間
の
忍
耐
強
い
押
し
問
答
を

通
じ
て
事
件
ご
と
に
そ
の
具
体
的
な
落
着
け
方
が
合
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
﹂︵
28
︶
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
︒

　
清
代
の
地
方
裁
判
に
お
け
る
誣
告
殺
人
案
の
処
断
の
あ
り
方
を
通
観
す
る
と
︑
そ
の
紛
争
処
理
の
規
範
が
二
十
世
紀
前
半
の
上
海
民
衆

社
会
に
ま
で
脈
々
と
し
て
生
き
続
け
て
い
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
︑
改
め
て
伝
統
中
国
特
有
の
規
範
と
秩
序
の
あ
り
方
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
︒

　
さ
て
︑
最
後
に
大
切
な
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
︒
繰
り
返
し
に
な
る
が
︑
以
上
は
﹃
守
邦
近
略
﹄
の
判
牘
を
読
み
込
ん
で
得
た
推
論
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で
あ
り
︑
清
代
の
誣
告
殺
人
案
の
裁
定
全
体
の
仕
組
み
と
い
っ
た
大
き
な
問
題
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の
デ
ッ
サ
ン
に
過
ぎ
な
い
︒
最
終

的
な
結
論
は
あ
く
ま
で
も
同
時
代
の
類
似
し
た
誣
告
殺
人
案
に
対
す
る
他
の
判
牘
の
十
分
な
収
集
・
分
析
を
待
ち
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の

よ
う
な
仮
説
を
補
強
・
修
正
し
て
初
め
て
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ゆ
め
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
︒ 

註

 ︵
1
︶　﹃
大
清
律
例
﹄
巻
三
〇
︑
刑
律
︑
訴
訟
︑
誣
告
﹁
至
死
罪
、
所
誣
之
人
、
已
決
者
、〔
依
本
絞
・
斬
〕
反
坐
〔
誣
吿
人
〕
以
死
。〔
雖
坐
死
罪
、
仍
令

備
償
取
贖
、
斷
付
養
贍
。〕
未
決
者
、
杖
一
百
、
流
三
千
里
、〔
就
於
配
所
〕
加
徒
役
三
年
﹂︵︹
　
︺
は
小
註
︒
以
下
同
じ
︶︒
訳
文
:
谷
井
俊
仁
・
谷
井

陽
子
訳
解
﹃
大
清
律 

刑
律
　
　
伝
統
中
国
の
法
的
思
考
　
　
﹄︵
平
凡
社
︑
二
〇
一
九
年
︶
一
巻
四
〇
〇
頁
参
照
︒

︵
2
︶　
清
律
が
定
め
る
刑
罰
は
唐
律
以
来
の
笞
・
杖
・
徒
・
流
・
死
の
五
刑
が
あ
り
︑
比
較
的
軽
い
刑
で
あ
る
笞
刑
と
杖
刑
は
そ
れ
ぞ
れ
五
等
に
分
か
れ
る
︒

と
も
に
竹
板
で
臀
部
を
打
ち
︑
回
数
は
一
百
を
上
限
と
す
る
︒
省
内
の
駅
逓
に
送
っ
て
使
役
す
る
徒
刑
に
は
一
年
︑
一
年
半
︑
二
年
︑
二
年
半
︑
三
年
の

五
等
が
︑
遠
隔
地
に
流
す
終
身
刑
の
流
刑
に
は
二
千
里
︑
二
千
五
百
里
︑
三
千
里
の
三
等
が
あ
り
︑
と
も
に
杖
一
百
を
伴
っ
た
︒
死
刑
に
は
絞
と
斬
の
二

等
が
あ
っ
た
︒
こ
の
説
明
に
つ
い
て
は
谷
井
陽
子
﹁
清
律
の
基
礎
知
識｣

︵
谷
井
前
掲
書
一
巻
五
〇
~
九
〇
頁
所
収
︶
が
わ
か
り
や
す
い
︒

︵
3
︶　
中
村
茂
夫
﹁
清
代
の
判
語
に
見
ら
れ
る
法
の
適
用
　
　
特
に
誣
告
︑
威
逼
人
致
死
を
め
ぐ
っ
て
　
　
﹂︵﹃
法
政
理
論
﹄
九
巻
一
号
︑
一
九
七
六
年
︶

一
五
頁
︒

︵
4
︶　
滋
賀
秀
三
﹁
民
事
的
法
源
の
概
括
的
検
討
　
　
情
・
理
・
法
　
　
﹂︵﹃
東
洋
史
研
究
﹄
四
〇
巻
一
号
︑
一
九
八
一
年
︑
の
ち
同
﹃
清
代
中
国
の
法
と

裁
判
﹄
創
文
社
︑
一
九
八
四
年
所
収
︶︒

︵
5
︶　
山
本
英
史
﹁
健
訟
の
認
識
と
実
態
　
　
清
初
の
江
西
吉
安
府
の
場
合
　
　
﹂︵
大
島
立
子
編
﹃
宋
︱
清
代
の
法
と
地
域
社
会
﹄
財
団
法
人
東
洋
文
庫
︑

二
〇
〇
六
年
所
収
︑
の
ち
山
本
英
史
﹃
赴
任
す
る
知
県
　
　
清
代
の
地
方
行
政
官
と
そ
の
人
間
環
境
﹄
研
文
出
版
︑
二
〇
一
六
年
再
収
︶︒

︵
6
︶　
濵
島
敦
俊
﹁
明
代
法
制
史
料
﹂︵
山
本
英
史
編
﹃
中
国
近
世
法
制
史
料
読
解
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹄
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
︑
二
〇
一
九
年
︶
一
〇
六

頁
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒

︵
7
︶　﹃
大
清
律
集
解
附
例
﹄
巻
一
九
︑
刑
律
︑
人
命
︑
威
逼
人
致
死
﹁
凡
因
事
〔
戶
婚
・
田
土
・
錢
債
之
類
〕
威
逼
人
致
〔
自
盡
］
死
者
、〔
審
犯
人
必
有

可
畏
之
威
。〕
杖
一
百
。
若
官
吏
公
使
人
等
、
非
因
公
務
而
威
逼
平
民
致
死
者
、
罪
同
。〔
以
上
二
項
〕
竝
追
埋
葬
銀
一
十
兩
、〔
給
付
死
者
之
家
〕﹂︒
訳
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誣告殺人が赦される時

文
:
谷
井
前
掲
書
一
巻
二
五
八
頁
︒

︵
8
︶　
滋
賀
前
掲
書
一
八
一
頁
︒

︵
9
︶　
清
代
の
特
定
の
府
に
ど
の
よ
う
な
県
が
属
し
て
い
る
か
を
知
り
た
い
場
合
は
︑﹃
清
史
稿
﹄
地
理
志
に
当
た
る
と
よ
い
︒
ま
た
位
置
関
係
を
知
り
た

け
れ
ば
︑
譚
其
驤
主
編
﹃
中
国
歴
史
地
図
集
﹄
第
八
冊
︑
清
時
期
︵
上
海
︑
地
図
出
版
社
︑
一
九
八
七
年
︶
を
参
照
す
る
と
よ
い
︒

︵
10
︶　﹃
大
清
律
集
解
附
例
﹄
巻
二
〇
︑
刑
律
︑
闘
殴
︑
闘
殴
﹁
若
〔
毆
人
〕
血
從
耳
目
中
出
及
內
損
〔
其
臟
腑
而
〕
吐
血
者
、
杖
八
十
﹂︒
訳
文
:
谷
井
前

掲
書
一
巻
二
七
一
頁
︒

︵
11
︶　﹃
大
清
律
集
解
附
例
﹄
巻
二
二
︑
刑
律
︑
訴
訟
︑
教
唆
詞
訟
﹁
凡
敎
唆
詞
訟
、
及
爲
人
作
詞
狀
、
增
減
情
罪
誣
吿
人
者
、
與
犯
人
同
罪
﹂︒
訳
文
:
谷

井
前
掲
書
一
巻
四
三
五
頁
︒

︵
12
︶　
夫
馬
進
﹁
明
清
時
代
の
訟
師
と
訴
訟
制
度
﹂︵
梅
原
郁
編
﹃
中
国
近
世
の
法
制
と
社
会
﹄
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
︑
一
九
九
三
年
所
収
︶
参
照
︒

︵
13
︶　﹃
六
部
成
語
註
解
﹄
は
乾
隆
七
年
︵
一
七
四
二
︶
に
刊
行
さ
れ
た
官
庁
用
語
解
説
﹃
六
部
成
語
﹄
を
も
と
に
清
末
に
作
ら
れ
た
注
釈
書
で
︑
一
九
四

〇
年
に
内
藤
乾
吉
に
よ
っ
て
活
字
刊
行
さ
れ
て
い
る
︵
内
藤
乾
吉
編
﹃
六
部
成
語
註
解
﹄
復
刻
版
:
大
安
︑
一
九
六
二
年
︶︒

︵
14
︶　﹃
大
清
律
集
解
附
例
﹄
巻
一
九
︑
刑
律
︑
人
命
︑
戯
殺
誤
殺
過
失
殺
傷
人
︑
小
註
﹁
凡
初
無
害
人
之
意
、
而
偶
致
殺
傷
人
者
、
皆
准
鬪
毆
殺
傷
人
罪
、

依
律
收
贖
。
給
付
被
殺
被
傷
之
家
、
以
爲
營
葬
及
醫
藥
之
資
﹂︒
訳
文
:
谷
井
前
掲
書
一
巻
二
四
五
頁
参
照
︒

︵
15
︶　﹃
大
清
律
集
解
附
例
﹄
巻
一
九
︑
刑
律
︑
人
命
︑
戯
殺
誤
殺
過
失
殺
傷
人
︑
条
例
﹁
收
贖
過
失
殺
人
絞
罪
、
與
被
殺
之
家
營
葬
、
折
銀
十
二
兩
四
錢

二
分
﹂︒
ま
た
谷
井
前
掲
書
一
巻
四
六
八
~
四
六
九
頁
参
照
︒

︵
16
︶　﹃
大
清
一
統
志
﹄
吉
安
府
二
︑
表
湖
市
巡
司
﹁
在
永
豐
縣
南
二
百
餘
里
。
朙
置
巡
司
。
今
因
之
﹂︒

︵
17
︶　﹃
大
清
律
集
解
附
例
﹄
附
在
外
納
贖
諸
例
図
︒

︵
18
︶　
光
緒
﹃
江
西
通
志
﹄
巻
一
四
︑
職
官
表
一
六
︑
国
朝
一
︑
文
職
︒

︵
19
︶　﹃
吏
部
則
例
﹄
巻
四
四
︑
稽
察
佐
雑
︒

︵
20
︶　
滋
賀
前
掲
書
一
四
五
頁
︒

︵
21
︶　
す
で
に
紹
介
し
た
五
つ
を
除
く
判
牘
は
次
の
も
の
で
あ
る
︒﹁
打
死
叔
命
事
﹂︵
第
一
集
︶︑﹁
抄
家
殺
叔
事
﹂︵
第
二
集
︶︑﹁
直
情
稟
報
事
﹂︑﹁
打
死

弟
命
事
﹂︑﹁
打
死
父
命
等
事
﹂︑﹁
直
情
稟
報
事
﹂︵
以
上
︑
第
三
集
︶︑﹁
打
死
夫
命
事
﹂︵
第
四
集
︶︒

︵
22
︶　
内
山
完
造
﹁
小
買
が
割
安
﹂︵
同
﹃
生
け
る
支
那
の
姿
﹄
学
藝
書
院
︑
一
九
三
五
年
所
収
︑
の
ち
同
﹃
内
山
完
造
批
評
文
集
　
両
辺
倒
　
　
中
国
人
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的
政
治
・
経
済
感
覚
の
古
層
　
　
﹄
書
肆
心
水
︑
二
〇
一
一
年
再
収
︶
一
五
~
一
六
頁
︒

︵
23
︶　﹃
王
肯
堂
箋
釈
﹄
巻
一
九
︑
刑
律
︑
人
命
︑
威
逼
人
致
死
﹁
埋
葬
銀
十
兩
、
已
包
三
年
之
徒
工
矣
﹂︒

︵
24
︶　
中
村
前
掲
論
文
一
六
~
一
七
︑
二
五
頁
︒

︵
25
︶　
中
村
茂
夫
は
そ
の
よ
う
な
裁
量
が
行
わ
れ
た
背
景
と
し
て
︑
第
一
に
地
方
官
が
な
る
べ
く
裁
判
を
上
級
審
に
挙
げ
ず
︑
み
ず
か
ら
の
段
階
で
処
理
す

る
よ
う
に
し
た
こ
と
︑
第
二
に
紛
争
当
事
者
た
ち
に
以
前
の
人
間
関
係
を
回
復
さ
せ
た
い
と
い
う
意
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
︵
中
村
前
掲
論
文

四
一
~
四
四
頁
︶︒
ま
た
︑
寺
田
浩
明
は
清
代
同
治
期
の
巴
県
檔
案
を
も
と
に
し
て
殺
人
事
件
が
地
方
裁
判
の
レ
ベ
ル
で
情
理
判
断
的
に
処
理
さ
れ
て
し

ま
う
点
を
論
じ
て
い
る
︵
寺
田
浩
明
﹁
自
理
と
上
申
の
間
　
　
清
代
州
県
レ
ベ
ル
に
お
け
る
命
案
処
理
の
実
態
﹂
夫
馬
進
編
﹃
中
国
訴
訟
社
会
史
の
研

究
﹄
京
都
大
学
学
術
出
版
会
︑
二
〇
一
一
年
︑
四
二
七
~
四
七
七
頁
所
収
︶︒

︵
26
︶　
伝
統
中
国
の
民
衆
の
行
動
と
し
て
安
易
に
訴
訟
を
起
こ
そ
う
と
す
る
健
訟
風
潮
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
︑
実
際
に
訴
訟
に
関
わ
っ
た
際
に
は

金
銭
や
時
間
を
無
駄
に
す
る
こ
と
も
多
く
︑
で
き
れ
ば
訴
訟
な
ど
と
い
う
面
倒
な
も
の
に
関
わ
り
た
く
な
い
と
い
っ
た
心
理
も
そ
こ
に
存
在
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
︒
康
熙
年
間
に
浙
江
天
台
県
の
知
県
を
務
め
た
戴
兆
佳
は
訴
訟
に
関
わ
る
こ
と
で
招
来
す
る
割
に
合
わ
な
い
状
況
を
具
体
的
に
説
き
︑
健
訟
風

潮
を
戒
め
て
い
る
︵﹃
天
台
治
略
﹄
巻
七
︑
告
示
四
︑
一
件
示
諭
放
告
日
期
事
︶︒

︵
27
︶　
内
山
完
造
﹁
面
子
﹂︵
同
﹃
上
海
風
語
﹄
改
造
社
︑
一
九
四
一
年
所
収
︶
二
三
三
~
二
三
四
頁
︒

︵
28
︶　
滋
賀
前
掲
書
三
六
二
頁
︒
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